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●問い合わせ先　総務課　交通防災班（合志庁舎）☎248‒1112

●問い合わせ先　建設課　管理計画班（西合志庁舎）☎242‒1276

●問い合わせ先　総務課　男女共同参画班（合志庁舎）☎248－1112

１冊
800円

　４月28日、六華保育園
で行なわれた防災訓練の
ひとコマです。園庭まで歩
いて避難する子どもたち。
煙を吸わないよう、注意し
ながら移動しました。
　特に幼い園児の避難
は、お散歩車で先生がお
手伝い。訓練で、みんなの
防災意識も高まったかな。

大津地区交通安全推進大会
入場
無料

楽しく学び　しっかり守ろう、ルールといのち

５月11日（月）から20日（水）まで、春の全国交通安全運動
が実施されます。これに合わせて、正しい交通ルール・マナー
の普及と、住民の交通安全意識を育て交通事故を防止すること
を目的に、大津地区交通安全推進大会を開催します。
交通安全落語で交通マナーを楽しく学んでみませんか。

昨年３月に発行した「カタルパの樹～合志義塾ものがたり～」が、
県内の個人・団体より刊行された著作の中から３点に贈られる「熊日
出版文化賞」を受賞しました。
「カタルパの樹」は明治から昭和初期にかけて本市にあった私塾
「合志義塾」についてわかりやすく伝えた歴史マンガ本です。地域に
根差した活動をマンガにし、しっかりした構成とマンガのレベルが評
価され、今回の受賞となりました。

と　き　5月8日（金）　開場　午前 9時30分
　　　　　　　　　　　　　　開会　午前10時
ところ　ヴィーブル　文化会館
プログラム　　１　開会

２　交通安全功労者表彰
３　主催者あいさつ
４　来賓あいさつ
５　交通安全宣言
６　交通安全落語
７　閉会（正午頃）

市立図書館で読むことができます。
また、ヴィーブル・御代志市民セン
ターで販売中です。

－プロフィール―
神奈川県横浜市出身、昭和41年生まれ。昭和60年
に春風亭小朝師匠に入門。平成10年に真打昇進、
五明樓玉の輔となる。BS笑点のほかサッカーイベ
ントにも出演。番組司会などとしても活躍中。

　　　　　　　　　  ご  めいろう  たま      すけ

落語家　五明樓 玉の輔

合志歴史マンガ本
「カタルパの樹」が熊日出版文化賞を受賞

入
場
無
料

申
し
込
み
は
不
要
で
す

　４月７日、市まちづくり事業提案制度第９号の事業
認定証を交付しました。この事業は、ヴィーブル子ど
も劇団を中心として、子どもにプロの演劇公演やワー
クショップ、海外劇団や海外ボランティアとの交流、
生の舞台芸術などを体験する機会を提供するもので、
来年３月にヴィーブルでの開催を予定しています。
●事業名　九州沖縄子どもと舞台芸術出会いの広場
　　　　　国際子どもフェスティバル事業
●提案者　特定非営利法人

九州沖縄子ども文化芸術協会
代表理事　中田尚子さん

固定資産課税台帳の縦覧・閲覧ができます

●縦　覧　納税者が市内の他の土地・家屋の価格を
確認できます。（６月30日（火）まで）

●閲　覧　納税義務者本人が自己資産の内容を確
認できます。（１年を通して閲覧可）

●ところ　税務課（合志庁舎）
●手数料　無料
●縦覧・閲覧に必要なもの
①資格者であることを確認できるもの（運転免
許証・保険証・賃貸借契約書・売買契約書な

３月28日、国道３号熊本北バイパスの須屋～熊本市北区四方寄
町間（1.8Km）が開通し、全7.6Kmが利用できるようになりました。
開通にあたり、北部東小学校で記念式典を開催。須屋高架橋
近くの道路上では、九州地方整備局の金尾局長や蒲島知事、熊
本市の大西市長、荒木市長など関係者がテープカットを行な
い、道路の完成を祝いました。
通り初めでは地域住民約1,200人が新しい道路を歩き、午後３時

頃から一般車両の通行が始まりました。

国道３号熊本北バイパスが全線開通しました
子どもたちに演劇交流を

平成26年度 情報公開条例の運用状況

　市情報公開条例に基づき、平成26年４月から平成27年
３月までに受け付けた公文書の開示請求件数などをお知
らせします。
　開示対象は、旧２町の条例施行日以降に作成され、また
は取得した保存年限内の公文書です。
　なお、選挙管理委員会、監査委員、農業委員会、固定資
産評価審査委員会には開示の請求はありませんでした。

　４月８日、株式会社こうし未来研究所の創立総会
を行ないました。これは、地域が一体となって次の
事業などに取り組むため、市と企業、大学など11団
体が設立したものです。
　代表取締役には藤井副市長が就任。中心市街地を
活性化し魅力あるまちをつくるため、各団体が協力
し、公益性を保ちながらまちづくりを進めていきます。
・ 空き家・空き店舗対策
・ 公共公益施設の活用・管理運営
・ 地域づくり・まちづくり関連事業
・ 市街地開発・企業誘致活動

まちづくり会社で地域活性化

まちづくり会社

まちづくり事業提案 認定第９号 こうし未来研究所設立

●問い合わせ先
　企画課　企画広報班（合志庁舎）☎248－1813

●問い合わせ先
　まちづくり対策室（合志庁舎）☎248－3855

市選挙管理委員会事務局（合志庁舎　総務課内）
☎２４８‐１１１２

※部分開示とは、個人に関する情報などの非開示情報部分を除いて公文書の一部を開示するものです。

※部分開示とは、個人に関する情報などの非開示情報部分を
除いて公文書の一部を開示するものです。

3 2 0 1 1教　育
委員会

1 1 0 0 0議　会

15 7 5 3 1合　計

11 4 5 2 0市　長

開示
請求

 
開　示 部分開示 非開示 不服申立

実施機関
の名称

新市議会議員紹介………………………………………

特集　災害対策
あなたの備えは大丈夫？………………………………

区長・自治会長を紹介します …………………………

7月から
プレミアム付商品券を販売します ……………………

4

6

10

13

●●●●●●●●●●●………………………………

●●●●●●●●●●●………………………………

●●●●●●●●●●●………………………………

●●●●●●●●●●●………………………………

●●●●●●●●●●●…………………………………

●

●

●

●

●

開通式の様子はYoutube合志チャンネルで見る
ことができます

市長（左）と代理出席した池邊幸子さん（右） こうし未来研究所の役員・株主ら14人

藤

実施機関の名称 開示
請求 
  開　示 部分開示 非開示 

     
不服申立

市　長 11 4 5 2 
0
教　育
委員会 3 2 0 1 
1

議　会 1 1 0 0 
0

合　計 15 7 5 3 
1

水痘（水ぼうそう）・成人用肺炎球菌ワクチンが
定期予防接種になります………………………………

第9回合志市スポーツフェスティバル
参加者募集………………………………………………

スマイル 　 ライフ

認知症は誰にでも起こりうる脳の病気です…………

人権教育シリーズ
合志南小学校の取り組み………………………………

水痘（水ぼうそう）・成人用肺炎球菌ワクチンが
定期予防接種になります………………………………

第9回合志市スポーツフェスティバル
参加者募集………………………………………………

スマイル 　 ライフ

認知症は誰にでも起こりうる脳の病気です…………

人権教育シリーズ
合志南小学校の取り組み………………………………
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４月26日に行なわれた市議会議員一般選挙（定数
19人）の投票率は57.68％でした。平成19年４月に実
施した前々回（前回は無投票）と比べると、投票率は
68.34%から57.68%になり、10.66ポイント下がりました。
各投票区の投票率、候補者の得票数などは次のとおり

です。当選者については４～５ページで紹介しています。

●投票結果

有効投票 25,436 票、無効投票 306 票（無効投票率 1.19％）

合志市議会議員一般選挙投開票結果

投票率 57.68%

候補者氏名

松井　美津子

大住　清昭

青山　隆幸

池永　幸生

坂本　早苗

吉永　健司

来海　恵子

濱元　幸一郎

齋藤　正昭

青木　照美

　田　雄二

西嶌　隆博

野口　正一

坂本　武人

党派名

公明党

無所属

無所属

無所属

無所属

無所属

無所属

日本共産党

無所属

無所属

無所属

無所属

無所属

無所属

得票数(票 )

1,985

1,658

1,496

1,489

1,409.929

1,338

1,312

1,308

 1,221.662

1,118

1,105

1,033

1,031

1,004.070

当選人

当

当

当

当

当

当

当

当

当

当

当

当

当

当

候補者氏名

松本　龍一

神田　公司

上田　欣也

後藤　修一

濱口　正曉

犬童　正洋

尾方　洋直

木場田　孝幸

福冨　かおる

金光　正嘉

中島　邦裕

佐竹　義斎

小山　昭則

※小数点以下は按分票です。

党派名

無所属

無所属

無所属

無所属

無所属

無所属

無所属

無所属

無所属

無所属

無所属

無所属

無所属

得票数(票 )

949

802

771

770

622.337

611

540

521

392

315

250

209

175

当選人

当

当

当

当

当

投票区

第1

第２

第３

第４

第５

第６

第７

第８

第９

第10

投票所

合志市商工会支所

日向集会所

合志中部保育園

合志市福祉センター「みどり館」

恵楓園恵楓会館

合志市三つの木の家

合志市泉ヶ丘市民センター

南ヶ丘小学校体育館

永江ふれあいセンター

杉並台コミュニティセンター

投票率(%)

69.81

63.27

79.46

73.06

76.64

48.93

58.23

44.38

56.02

63.46

投票区

第11

第12

第13

第14

第15

第16

第17

第18

第19

第20

投票所

すずかけ台コミュニティセンター

北区構造改善センター

合志市野々島公民館

西合志第一小学校体育館

合志市御代志市民センター講堂

合志市黒石市民センター

西合志東小学校体育館

合志市須屋市民センター体育館

上須屋学習センター

合志市須屋浄化センター

投票率(%)

67.27

72.38

65.35

63.73

56.69

63.10

47.92

50.10

58.25

50.68

投票率

56.29%

棄権者数

9,190人

投票者数

11,837人

当日有権者数

21,027人男性

58.91%9,698人13,905人23,603人女性

57.68%18,888人25,742人44,630人計

●各候補者の得票数（得票順）

●各投票所の投票率
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写真

市の発展と市民の皆さんのより良い暮らしのために頑張ります

　４月26日の選挙で当選した新しい市議会議員を紹介します。
任期は平成 27 年５月１日から平成 31 年４月 30 日です。

⑨ 濱元 幸一郎（35）
須屋／３期 

はまもと　こういちろう

⑩ 上田　欣也（59）
泉ヶ丘／３期  

う え だ　　  き ん や

⑪ 青木　照美（61）
上庄／３期  

あ お き  　　て る み

⑫ 坂本　早苗（64）
 永江団地／３期

さかもと  　　さ な え

⑬ 濱口　正曉（75）
　すずかけ台／３期

はまぐち　　  まさあき

⑭ 神田　公司（59）
上須屋／４期  

かんだ　　    こ う じ

⑮ 来海　恵子（60）
杉並台／４期  

らいかい　     け い こ

⑯ 松井 美津子（62）
若原／４期  

ま つ い　  み つ こ

⑰ 池永　幸生（65）
上須屋／４期  

いけなが　　  ゆ き お

⑱ 坂本　武人（42）
平島／４期  

さかもと        た け と

⑲ 吉永　健司（48）
辻／４期 

よしなが　     け ん し

 氏　名（ 年齢 ）
行政区／合併後の期数

① 　田　雄二（45）
二子／１期  

さ わ だ　　  ゆ う じ

② 野口　正一（60）
生坪／１期   

の ぐ ち　　 しょういち

③ 齋藤　正昭（60）
原口／１期  

さいとう　　  まさあき

④ 青山　隆幸（61）
 黒石団地／１期

あおやま　    たかゆき

⑤ 大住　清昭（71）
本村／１期  

おおすみ 　    きよあき

⑥ 西嶌　隆博（42）
下町／２期  

にしじま　     たかひろ

⑦ 松本　龍一（56）
群／２期

まつもと       りゅういち

⑧ 後藤　修一（65）
須屋／２期  

ご と う　　しゅういち

新合志市議会議員紹介

●問い合わせ先　議会事務局（合志庁舎）　☎248-2038

議席
番号

Koshi city council members
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雨
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風
な
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に
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が
起
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り
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す
い
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節
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り
ま
し
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近
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、
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で
も
大
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に
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大
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模
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水
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や
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砂
崩
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し
て
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自
然
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害
に
備
え
た
心
構
え
と
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を
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く
必
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性
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

本
市
は
海
や
大
き
な
河
川
が
な
い
た
め
、

水
害
が
起
こ
り
に
く
い
地
域
で
す
が
、
災
害

が
発
生
し
た
と
き
に
落
ち
着
い
て
対
応
で
き

る
よ
う
、
日
ご
ろ
か
ら
備
え
て
お
く
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と
が

重
要
で
す
。
自
分
の
備
え
は
十
分
か
、
い
ざ

と
い
う
と
き
に
ど
の
よ
う
な
行
動
を
と
れ
ば

よ
い
か
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

大

・高齢者・病人・障がい者などは、支援者と共に
早めの避難を始めてください

・非常時持ち出し品を用意するなど、いつでも避
難できる準備をしてください

・速やかに避難所への移動を始めてください

・まだ避難していない人は直ちに避難し、避難中
の人は確実に避難を完了してください

・避難の時間的余裕がない場合は生命を守る最低
限の行動をとってください

・必要に応じて地域の公民館などに避難してくだ
さい

・避難中の食事や生活必需品は自分で用意してく
ださい

避難に時間がかかる要援護者は避難開始
（人的被害が発生する可能性が高まってい
る状況）

通常の避難ができる人も避難開始
（人的被害が発生する可能性がさらに高
まっている状況）

災害の前兆現象の発生や切迫した状況か
ら、人的被害が発生する可能性が非常に高
い、または実際に人的被害が発生した状況

災害の危険が迫っていると判断した場合の
避難

避難準備
情報

避難勧告

避難指示

自主避難

住民に求める行動発令時の状況種　類

災
害
対
策

本
市
で
の
水
害
は
、
降
水
量

の
多
い
６
月
下
旬
か
ら
７
月
に

発
生
し
て
い
ま
す
。
９
月
ご
ろ
ま

で
は
台
風
に
よ
る
大
き
な
被
害

も
起
こ
り
や
す
い
た
め
、
河
川

の
氾
濫
や
道
路
の
冠
水
、
床
上

浸
水
な
ど
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

風
水
害

大
雨
や
地
震
の
影
響
な
ど
で

発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
梅

雨
や
台
風
に
よ
り
雨
が
多
く
降

る
時
期
は
、
急
な
傾
斜
地
や
が

け
の
地
盤
の
緩
み
、
亀
裂
、
周

り
の
音
な
ど
に
注
意
が
必
要
で

す
。 土

砂
災
害

①
情
報
収
集

　
防
災
の
第
一
歩
は
情
報
収
集
で
す
。
テ
レ

ビ
や
ラ
ジ
オ
、
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
、
防
災
行

政
無
線
や
防
災
メ
ー
ル
な
ど
を
活
用
し
、
気

象
情
報
や
避
難
情
報
を
で
き
る
だ
け
正
確
に

把
握
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

②
危
険
箇
所
の
把
握

　
地
盤
が
緩
く
、
土
砂
崩
れ
が
心
配
な
急
傾
斜

地
や
大
雨
で
冠
水
し
や
す
い
と
こ
ろ
な
ど
、
日

ご
ろ
か
ら
地
域
の
危
険
箇
所
を
把
握
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

③
避
難
場
所
や
避
難
経
路
の
確
認

　
市
が
発
す
る
避
難
情
報
は
４
種
類
あ
り
ま

す
。
状
況
に
よ
っ
て
違
い
が
あ
り
ま
す
の
で
、

内
容
を
確
認
し
、
注
意
し
て
耳
を
傾
け
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
避
難
が
必
要
に
な
っ
た
と

き
、
ど
こ
に
ど
の
よ
う
に
行
け
ば
よ
い
か
、
日

ご
ろ
か
ら
家
族
で
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

④
身
の
周
り
や
家
の
周
り
の
点
検
・
整
備

　
台
風
は
来
る
こ
と
が
事
前
に
予
測
で
き
ま
す

が
、
そ
れ
ら
が
間
近
に
接
近
し
て
か
ら
対
策
を

行
な
っ
た
こ
と
で
被
害
に
遭
う
人
も
多
く
い
ま

す
。
普
段
か
ら
点
検
・
整
備
を
し
て
お
く
こ
と

で
防
げ
る
被
害
も
あ
り
ま
す
。

⑤
非
常
時
の
持
ち
出
し
品
や
備
蓄
の
準
備

　
災
害
発
生
時
は
、
水
道
や
電
気
な
ど
が
止
ま

る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
非
常
時
の
持
ち
出

し
品
や
備
蓄
も
準
備
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

身
を
守
る
た
め
に
で
き
る
こ
と情

報
収
集
の
サ
ー
ビ
ス

■ 市が発する避難情報の違い
緊急性

中

高

●
吹
き
飛
ば
さ
れ
そ
う
な

も
の
は
室
内
へ

（
室
内
に
入
ら
な
い
も
の
は
飛

ば
さ
れ
な
い
よ
う
に
固
定
）

●
床
上
浸
水
対
策

家
財
や
家
電
な
ど
は
浸
水

の
被
害
を
受
け
な
い
よ
う

に
高
所
や
２
階
に
移
動

●
窓
や
雨
戸
の
補
強

　傷
ん
だ
設
備
の
修
繕

●
安
全
で
動
き
や
す
い

　服
装

●
排
水
溝
の
掃
除

□ 飲料水 
 １人1日３ℓを目安に、３日分を用意
□ 食品
ご飯（アルファ米など１人５食分）、ビ
スケット、板チョコ、乾パンなど、１人
最低３日分

□ トイレットペーパー、
    ティッシュペーパー
□ 下着、衣類、タオル
□ カセットコンロ

市の重要なお知らせを放送しま
す。放送内容を電話で聴きなお
すこともできます。
専用ダイヤル　☎248‒2288

各種警報や土砂災害警戒情報、地震情報、
避難情報や、その他防犯上必要な情報など
をお知らせします。

□ 現金
□ 預金通帳、印鑑
□ 保険証
□ 免許証
□ 携帯電話、充電器
□ 懐中電灯
□ 携帯（防災）ラジオ
□ 予備の乾電池
□ ヘルメット、防災ずきん
□ 厚手の手袋

□ 毛布
□ 缶切り
□ ナイフ
□ 携帯用トイレ
□ 救急箱、持病の薬
□ 処方箋の控え
□ 飲料水
□ 非常食（乾パン･缶詰）
□ 下着、衣類
□ 防寒着、雨具

特集

■ 備蓄品チェックリスト（一例） ■ 非常時の持ち出し品チェックリスト（一例）

●防災行政無線

県内の雨量や気象情報をリアル
タイムで提供します。

http://www.bousai.
pref.kumamoto.jp

bousai.koshi-city
@raiden.ktaiwork.jp
※防災行政無線で放送される情報も配信

entry@anshin.pref.
kumamoto.jp

●防災情報お知らせメール

●熊本県統合型防災情報システム

※いずれのサービスも登録料や情報料は無料です。通信料や通話料は利用者負担となります。

市

県

QRコードを読み取るか、アドレスを入力
して空メールを送信したあと、届いたメー
ルに従って登録してください。

あ
な
た
の

　
　は

　
　
　

   
大
丈
夫
？

備
え

ヘルメットやずきんなど頭を
保護するもの

脱げにくい、ひもで締められる運
動靴など（裸足で避難しない。長
靴は水がたまると危険）
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雨
や
台
風
な
ど
に
よ
る
災
害
が
起
こ

り
や
す
い
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
近

年
、
県
内
で
も
大
雨
に
よ
る
大
規
模
な
浸
水

被
害
や
土
砂
崩
れ
な
ど
が
発
生
し
て
お
り
、

自
然
災
害
に
備
え
た
心
構
え
と
準
備
を
し
て

お
く
必
要
性
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

本
市
は
海
や
大
き
な
河
川
が
な
い
た
め
、

水
害
が
起
こ
り
に
く
い
地
域
で
す
が
、
災
害

が
発
生
し
た
と
き
に
落
ち
着
い
て
対
応
で
き

る
よ
う
、
日
ご
ろ
か
ら
備
え
て
お
く
こ
と
が

重
要
で
す
。
自
分
の
備
え
は
十
分
か
、
い
ざ

と
い
う
と
き
に
ど
の
よ
う
な
行
動
を
と
れ
ば

よ
い
か
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

大

・高齢者・病人・障がい者などは、支援者と共に
早めの避難を始めてください

・非常時持ち出し品を用意するなど、いつでも避
難できる準備をしてください

・速やかに避難所への移動を始めてください

・まだ避難していない人は直ちに避難し、避難中
の人は確実に避難を完了してください

・避難の時間的余裕がない場合は生命を守る最低
限の行動をとってください

・必要に応じて地域の公民館などに避難してくだ
さい

・避難中の食事や生活必需品は自分で用意してく
ださい

避難に時間がかかる要援護者は避難開始
（人的被害が発生する可能性が高まってい
る状況）

通常の避難ができる人も避難開始
（人的被害が発生する可能性がさらに高
まっている状況）

災害の前兆現象の発生や切迫した状況か
ら、人的被害が発生する可能性が非常に高
い、または実際に人的被害が発生した状況

災害の危険が迫っていると判断した場合の
避難

避難準備
情報

避難勧告

避難指示

自主避難

住民に求める行動発令時の状況種　類

災
害
対
策

本
市
で
の
水
害
は
、
降
水
量

の
多
い
６
月
下
旬
か
ら
７
月
に

発
生
し
て
い
ま
す
。
９
月
ご
ろ
ま

で
は
台
風
に
よ
る
大
き
な
被
害

も
起
こ
り
や
す
い
た
め
、
河
川

の
氾
濫
や
道
路
の
冠
水
、
床
上

浸
水
な
ど
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

風
水
害

大
雨
や
地
震
の
影
響
な
ど
で

発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
梅

雨
や
台
風
に
よ
り
雨
が
多
く
降

る
時
期
は
、
急
な
傾
斜
地
や
が

け
の
地
盤
の
緩
み
、
亀
裂
、
周

り
の
音
な
ど
に
注
意
が
必
要
で

す
。 土

砂
災
害

①
情
報
収
集

　
防
災
の
第
一
歩
は
情
報
収
集
で
す
。
テ
レ

ビ
や
ラ
ジ
オ
、
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
、
防
災
行

政
無
線
や
防
災
メ
ー
ル
な
ど
を
活
用
し
、
気

象
情
報
や
避
難
情
報
を
で
き
る
だ
け
正
確
に

把
握
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

②
危
険
箇
所
の
把
握

　
地
盤
が
緩
く
、
土
砂
崩
れ
が
心
配
な
急
傾
斜

地
や
大
雨
で
冠
水
し
や
す
い
と
こ
ろ
な
ど
、
日

ご
ろ
か
ら
地
域
の
危
険
箇
所
を
把
握
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

③
避
難
場
所
や
避
難
経
路
の
確
認

　
市
が
発
す
る
避
難
情
報
は
４
種
類
あ
り
ま

す
。
状
況
に
よ
っ
て
違
い
が
あ
り
ま
す
の
で
、

内
容
を
確
認
し
、
注
意
し
て
耳
を
傾
け
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
避
難
が
必
要
に
な
っ
た
と

き
、
ど
こ
に
ど
の
よ
う
に
行
け
ば
よ
い
か
、
日

ご
ろ
か
ら
家
族
で
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

④
身
の
周
り
や
家
の
周
り
の
点
検
・
整
備

　
台
風
は
来
る
こ
と
が
事
前
に
予
測
で
き
ま
す

が
、
そ
れ
ら
が
間
近
に
接
近
し
て
か
ら
対
策
を

行
な
っ
た
こ
と
で
被
害
に
遭
う
人
も
多
く
い
ま

す
。
普
段
か
ら
点
検
・
整
備
を
し
て
お
く
こ
と

で
防
げ
る
被
害
も
あ
り
ま
す
。

⑤
非
常
時
の
持
ち
出
し
品
や
備
蓄
の
準
備

　
災
害
発
生
時
は
、
水
道
や
電
気
な
ど
が
止
ま

る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
非
常
時
の
持
ち
出

し
品
や
備
蓄
も
準
備
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

身
を
守
る
た
め
に
で
き
る
こ
と情

報
収
集
の
サ
ー
ビ
ス

■ 市が発する避難情報の違い
緊急性

中

高

●
吹
き
飛
ば
さ
れ
そ
う
な

も
の
は
室
内
へ

（
室
内
に
入
ら
な
い
も
の
は
飛

ば
さ
れ
な
い
よ
う
に
固
定
）

●
床
上
浸
水
対
策

家
財
や
家
電
な
ど
は
浸
水

の
被
害
を
受
け
な
い
よ
う

に
高
所
や
２
階
に
移
動

●
窓
や
雨
戸
の
補
強

　傷
ん
だ
設
備
の
修
繕

●
安
全
で
動
き
や
す
い

　服
装

●
排
水
溝
の
掃
除

□ 飲料水 
 １人1日３ℓを目安に、３日分を用意
□ 食品
ご飯（アルファ米など１人５食分）、ビ
スケット、板チョコ、乾パンなど、１人
最低３日分

□ トイレットペーパー、
    ティッシュペーパー
□ 下着、衣類、タオル
□ カセットコンロ

市の重要なお知らせを放送しま
す。放送内容を電話で聴きなお
すこともできます。
専用ダイヤル　☎248‒2288

各種警報や土砂災害警戒情報、地震情報、
避難情報や、その他防犯上必要な情報など
をお知らせします。

□ 現金
□ 預金通帳、印鑑
□ 保険証
□ 免許証
□ 携帯電話、充電器
□ 懐中電灯
□ 携帯（防災）ラジオ
□ 予備の乾電池
□ ヘルメット、防災ずきん
□ 厚手の手袋

□ 毛布
□ 缶切り
□ ナイフ
□ 携帯用トイレ
□ 救急箱、持病の薬
□ 処方箋の控え
□ 飲料水
□ 非常食（乾パン･缶詰）
□ 下着、衣類
□ 防寒着、雨具

特集

■ 備蓄品チェックリスト（一例） ■ 非常時の持ち出し品チェックリスト（一例）

●防災行政無線

県内の雨量や気象情報をリアル
タイムで提供します。

http://www.bousai.
pref.kumamoto.jp

bousai.koshi-city
@raiden.ktaiwork.jp
※防災行政無線で放送される情報も配信

entry@anshin.pref.
kumamoto.jp

●防災情報お知らせメール

●熊本県統合型防災情報システム

※いずれのサービスも登録料や情報料は無料です。通信料や通話料は利用者負担となります。

市

県

QRコードを読み取るか、アドレスを入力
して空メールを送信したあと、届いたメー
ルに従って登録してください。

あ
な
た
の

　
　は

　
　
　

   

大
丈
夫
？

備
え

ヘルメットやずきんなど頭を
保護するもの

脱げにくい、ひもで締められる運
動靴など（裸足で避難しない。長
靴は水がたまると危険）
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　災害の規模に応じて、市内９カ所（最大22カ所）の避難所を開設します。
自主避難や避難勧告など、市や消防、警察などの指示があったときは速や
かに避難してください。なお、避難勧告が出されていなくても、危険を感じ
た場合はすぐに安全な場所に避難してください。
　避難所が開設された場合は、防災行政無線や防災お知らせメール、市
ホームページでお知らせします。

①総合センター　ヴィーブル
（１階福祉会館大広間）
　福原2922　☎248-5555

②泉ヶ丘市民センター（１階和室）
　幾久富1947-7　☎248-3453

③福祉センター　みどり館（１階和室）
　栄2371　☎248-0400

④合生文化会館（和室）
　合生3616　☎242-3218

⑤野々島公民館（和室）
　野々島4855　☎242－1636

⑥御代志市民センター（２階和室）
　御代志1661-16　☎242－1190

⑦保健福祉センター　ふれあい館
　須屋2251-1　☎242-7000

⑧黒石市民センター（和室）
　須屋2788　☎242-2321

⑨須屋市民センター（和室）
　須屋1399　☎346-4112

日本たばこ
産業

合志市役所
合志庁舎

合志市役所
西合志庁舎

黒石簡易
郵便局

マルショク
須屋店

須屋駅

西合志図書館

西合志
第一小

農協
西合志中央支所

ポリテク
センター熊本

泉ヶ丘
体育館

合志南小

栄保育園

至  辻久保

至  合志庁舎

宮川内科医院

泉ヶ丘
消防署

矢具神社
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月
防
災
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
　
火
災
、
台
風
、
地
震
、
不
審
者
対
策
な

ど
毎
回
テ
ー
マ
を
変
え
、
時
に
は
消
防
署
に

指
導
し
て
も
ら
う
な
ど
、
い
ざ
と
い
う
と
き

に
子
ど
も
た
ち
が
混
乱
し
な
い
よ
う
訓
練

し
て
い
ま
す
。
４
月
は
新
入
園
児
に
と
っ
て

初
め
て
の
訓
練
だ
っ
た
の
で
、
先
生
が
子
ど

も
た
ち
に
基
本
的
な
注
意
を
呼
び
か
け
た

り
、
避
難
経
路
を
確
認
し
た
り
し
ま
し
た
。

　
　
日
本
大
震

災
を
き
っ
か
け

に
、
平
成
　
　
24

年
か
ら
毎
年
防

災
訓
練
を
行
な
っ

て
い
ま
す
。
災
害

放
送
、放
水
訓
練
、

炊
き
出
し
訓
練
、

心
肺
蘇
生
法
の

講
習
な
ど
、
消
防
団
や
医
療
機
関
の
協
力

も
得
て
実
施
。
ま
た
、
区
内
各
戸
へ
の
安
否

確
認
は
全
世
帯
参
加
型
。
自
助
か
ら
共
助

へ
、
一
人
一
人
が
で
き
る
こ
と
を
考
え
て
も

ら
う
意
識
付
け
の
た
め
の
訓
練
で
す
。

早
目
の
情
報
収
集

台
風
は
進
路
や
到
着
日
時
が
あ
る
程
度

分
か
り
ま
す
が
、
雨
は
状
況
が
急
に
変
化

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
特
に
天
気
予
報
の

「
激
し
い
雨
」
「
猛
烈
な
雨
」
と
い
う
キ
ー

ワ
ー
ド
に
は
敏
感
に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す

ね
。
自
動
的
に
情
報
が
入
る
携
帯
メ
ー
ル
シ

ス
テ
ム
の
利
用
や
、
気
象
用
語
を
正
し
く
理

解
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
。
例
え
ば
、
土
砂

災
害
警
戒
情
報
は
、
「
土
砂
災
害
の
危
険
が

迫
っ
て
お
り
避
難
が
必
要
」
と
い
う
情
報
で

す
。
意
味
を
よ
く
理
解
し
、
避
難
判
断
に
う

ま
く
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

予
防
的
避
難

大
雨
や
暴
風
時
の
避
難
は
非
常
に
危
険

で
す
。
明
る
い
う
ち
に
早
め
に
避
難
す
る

「
予
防
的
避
難
」
を
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

合
志
市
で
心
配
な
水
害
は
、
主
に
水
路

の
氾
濫
に
よ
る
道
路
冠
水
な
ど
の
内
水
氾

濫
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
道
路
が
冠
水
す

る
前
に
予
防
的
避
難
を
行
な
う
こ
と
が
最

善
で
す
が
、
避
難
の
遅
れ
に
よ
り
屋
外
に
避

難
で
き
な
い
状
況
に
な
っ
た
ら
、
家
屋
の
２

階
が
あ
れ
ば
２
階
に
垂
直
避
難
を
。
普
段

か
ら
、
避
難
す
る
と
き
の
持
ち
出
し
品
を
リ

ス
ト
化
し
て
お
く
こ
と
も
避
難
の
迅
速
化

に
つ
な
が
り
ま
す
。

地
域
の
防
災
力
を
高
め
る

大
き
な
災
害
で
は
、
消
防
・

警
察
な
ど
の
公
助
が
現
場
に
到

着
す
る
ま
で
時
間
が
か
か
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
た
め
、
自
助
・
共
助
の
取
組
み

が
非
常
に
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

昨
年
の
長
野
県
北
部
地
震
で
は
、
白
馬
村

で
40
軒
以
上
の
家
屋
が
全
壊
し
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
死
者
が
出
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
れ
は
、

地
元
の
自
主
防
災
組
織
が
高
齢
者
の
所
在
地

な
ど
の
情
報
を
よ
く
把
握
し
、
倒
壊
家
屋
内

の
的
確
な
情
報
を
公
助
側
に
迅
速
に
提
供
で

き
た
こ
と
が
人
命
救
助
に
つ
な
が
っ
た
ケ
ー

ス
で
す
。
自
主
防
災
組
織
は
消
防
職
員
な
ど

プ
ロ
の
よ
う
な
活
動
で
は
な
く
、
ち
ょ
っ
と
し

た
声
掛
け
や
避
難
誘
導
、
救
助
の
手
助
け
な

ど
、
誰
で
も
で
き
る
活
動
を
地
域
の
中
心
と

な
っ
て
行
な
う
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

自
主
防
災
組
織
に
し
か
で
き
な
い
、
地
域
に

精
通
し
た
住
民
組
織
に
よ
る
初
動
対
応
が
被

害
の
軽
減
に
つ
な
が
る
わ
け
で
す
。
ま
た
、
平

常
時
に
、
地
域
行
事
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
機
会

を
捉
え
て
住
民
へ
意
識
啓
発
す
る
こ
と
も
自

主
防
災
組
織
な
ら
で
は
の
活
動
で
す
。

県
で
は
本
年
度
ま
で
新
規
設
立
の
自
主
防

災
組
織
へ
補
助
金（※

）を
交
付
し
て
い
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
活
用
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

毎

地
域
で
も
自
主
訓
練
が
行
な
わ
れ
て
い
ま
す

六華保育園

黒石団地区
自　治　会

　
　
害
は
い
つ
発
生
す
る
か
分
か

　
　
り
ま
せ
ん
。
日
ご
ろ
の
備
え

を
し
っ
か
り
行
な
い
、
自
分
や
家

族
だ
け
で
な
く
隣
人
や
地
域
の
様

子
に
も
目
配
り
し
て
お
く
こ
と
が

大
切
で
す
。

　
災
害
時
も
平
常
時
も
、
地
域
の

結
び
つ
き
が
重
要
な
役
割
を
果
た

し
ま
す
。
地
域
の
つ
な
が
り
は
お

互
い
を
助
け
、
大
き
な
災
害
か
ら

身
を
守
る
最
大
の
武
器
に
な
り
ま

す
。
自
分
の
安
全
を
確
保
し
た
ら
、

次
は
隣
人
に
目
を
向
け
て
み
ま
せ

ん
か
。
住
民
一
人
一
人
の
防
災
意

識
を
高
め
る
こ
と
で
、
い
ざ
と
い

う
と
き
に
機
能
す
る
防
災
力
の
高

い
地
域
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

特
集 

完 

災

自主避難所

東

― 避難の心得 ―
・家族で避難場所を決めておく
（離れている場合は家族に知らせる）
・家の戸締りや火の元を確認して避難する
・歩いて避難し、消防車や救急車などの通行に協力
する
・荷物はリュックサックに入れて背負うなど、動き
やすいよう心掛ける
・近所の人と協力して要援護者の避難に協力する○

カギになるのは

自らの備えと

地域の
　防災力

県危機管理防災課

参事　堤　正治 さん
つつみ　  まさはる

カギになるのは

自らの備えと

地域の
　防災力

県危機管理防災課

参事　堤　正治 さん
つつみ　  まさはる

※詳しくは、市総務課交通防災班（☎248-1112）までお尋ねください。

※詳しくは、市総務課交通防災班（☎248-1112）までお尋ねください。

※

詳
し
く
は
市
総
務
課
交
通
防
災
班
（
☎
2

　4
8-

1
1
1
2
）ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

早
め
の
情
報
収
集

台
風
は
進
路
や
接
近
日
時
が
あ

る
程
度
分
か
り
ま
す
が
、
雨
は
状

況
が
急
に
変
化
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
特
に
天
気
予
報
の
「
激
し

い
雨
」
「
猛
烈
な
雨
」
と
い
う

キ
ー
ワ
ー
ド
に
は
敏
感
に
な
っ
て

ほ
し
い
で
す
ね
。
自
動
的
に
情
報

が
入
る
携
帯
メ
ー
ル
シ
ス
テ
ム
の

利
用
や
、
気
象
用
語
を
正
し
く
理

解
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
。
例
え

ば
、
土
砂
災
害
警
戒
情
報
は
、

「
土
砂
災
害
の
危
険
が
迫
っ
て
お

り
避
難
が
必
要
」
と
い
う
情
報
で

す
。
意
味
を
よ
く
理
解
し
、
避
難

判
断
に
う
ま
く
活
用
し
て
く
だ
さ

い
。

予
防
的
避
難

大
雨
や
暴
風
時
の
避
難
は
非
常

に
危
険
で
す
。
明
る
い
う
ち
に
早

め
に
避
難
す
る
「
予
防
的
避
難
」

を
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

合
志
市
で
心
配
な
水
害
は
、
主

に
水
路
の
氾
濫
に
よ
る
道
路
冠
水

な
ど
の
内
水
氾
濫
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
道
路
が
冠
水
す
る
前

に
予
防
的
避
難
を
行
な
う
こ
と
が

最
善
で
す
が
、
避
難
の
遅
れ
に
よ

り
屋
外
に
避
難
で
き
な
い
状
況
に

な
っ
た
ら
、
家
屋
の
２
階
が
あ
れ

ば
２
階
に
垂
直
避
難
を
。
普
段
か

ら
、
避
難
す
る
と
き
の
持
ち
出
し

品
を
リ
ス
ト
化
し
て
お
く
こ
と
も

避
難
の
迅
速
化
に
つ
な
が
り
ま

す
。

地
域
の
防
災
力
を
高
め
る

大
き
な
災
害
で
は
、
消
防
・
警

察
な
ど
の
公
助
が
現
場
に
到
着
す

る
ま
で
時
間
が
か
か
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
自
助
・
共

助
の
取
り
組
み
が
非
常
に
重
要
に

な
っ
て
き
ま
す
。

昨
年
の
長
野
県
北
部
地
震
で

は
、
白
馬
村
で
40
棟
以
上
の
家
屋

が
全
壊
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
死

者
が
出
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
れ

は
、
地
元
の
自
主
防
災
組
織
が
高

齢
者
の
所
在
地
な
ど
の
情
報
を
よ

く
把
握
し
、
倒
壊
家
屋
内
の
的
確

な
情
報
を
公
助
側
に
迅
速
に
提
供

で
き
た
こ
と
が
人
命
救
助
に
つ
な

が
っ
た
ケ
ー
ス
で
す
。
自
主
防
災

組
織
は
消
防
職
員
な
ど
プ
ロ
の
よ

う
な
活
動
で
は
な
く
、
ち
ょ
っ
と

し
た
声
掛
け
や
避
難
誘
導
、
救
助

の
手
助
け
な
ど
、
誰
で
も
で
き
る

活
動
を
地
域
の
中
心
と
な
っ
て
行

な
う
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。
自
主
防
災
組
織
に
し
か
で
き

な
い
、
地
域
に
精
通
し
た
住
民
組

織
に
よ
る
初
動
対
応
が
被
害
の
軽

減
に
つ
な
が
る
わ
け
で
す
。
ま

た
、
平
常
時
に
、
地
域
行
事
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を
捉
え
て
住
民

へ
意
識
啓
発
す
る
こ
と
も
自
主
防

災
組
織
な
ら
で
は
の
活
動
で
す
。

県
で
は
本
年
度
ま
で
新
規
設
立

の
自
主
防
災
組
織
へ
補
助
金

（※

）
を
交
付
し
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
活
用
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

　
　
日
本
大
震
災
を
き
っ
か
け
に
、

　
　
平
成
24
年
か
ら
毎
年
防
災
訓

練
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
災
害
放

送
、
放
水
訓
練
、
炊
き
出
し
訓
練
、

心
肺
蘇
生
法
の
講
習
な
ど
、
消
防

団
や
医
療
機
関
の
協
力
も
得
て
実

施
。
ま
た
、
区
内
各
戸
へ
の
安
否

確
認
は
全
世
帯
参
加
型
で
す
。

　
自
助
か
ら
共
助
へ
、
一
人
一
人

が
で
き
る
こ
と
を
考
え
て
も
ら
う

意
識
付
け
の
た
め
の
訓
練
で
す
。

　
　
月
防
災
訓
練
を
実
施
し
て
い

　
　
ま
す
。
火
災
、
台
風
、
地
震
、

不
審
者
対
策
な
ど
毎
回
テ
ー
マ
を

変
え
、
時
に
は
消
防
署
に
指
導
し
て

も
ら
う
な
ど
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に

子
ど
も
た
ち
が
混
乱
し
な
い
よ
う

訓
練
し
て
い
ま
す
。
４
月
は
新
入
園

児
に
と
っ
て
初
め
て
の
訓
練
だ
っ
た

の
で
、
先
生
が
子
ど
も
た
ち
に
基
本

的
な
注
意
を
呼
び
か
け
た
り
、
避

難
経
路
を
確
認
し
た
り
し
ま
し
た
。

園庭に避難した子どもたち。もしものときも落ち着いて行動しよう

▲

園
庭
に
避
難
し
た
子
ど
も
た
ち
。
も
し
も
の

　と
き
も
落
ち
着
い
て
行
動
し
よ
う

日中、地域にいることが多い女性たちもすすんで放水訓練に参加

▲
日
中
、
地
域
に
い
る
こ
と
が
多
い
女
性
た
ち

　も
す
す
ん
で
放
水
訓
練
に
参
加 佐藤純子 園長

佐藤純子 園長

福岡健彦 区長
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　災害の規模に応じて、市内９カ所（最大22カ所）の避難所を開設します。
自主避難や避難勧告など、市や消防、警察などの指示があったときは速や
かに避難してください。なお、避難勧告が出されていなくても、危険を感じ
た場合はすぐに安全な場所に避難してください。
　避難所が開設された場合は、防災行政無線や防災お知らせメール、市
ホームページでお知らせします。

①総合センター　ヴィーブル
（１階福祉会館大広間）
　福原2922　☎248-5555

②泉ヶ丘市民センター（１階和室）
　幾久富1947-7　☎248-3453

③福祉センター　みどり館（１階和室）
　栄2371　☎248-0400

④合生文化会館（和室）
　合生3616　☎242-3218

⑤野々島公民館（和室）
　野々島4855　☎242－1636

⑥御代志市民センター（２階和室）
　御代志1661-16　☎242－1190

⑦保健福祉センター　ふれあい館
　須屋2251-1　☎242-7000

⑧黒石市民センター（和室）
　須屋2788　☎242-2321

⑨須屋市民センター（和室）
　須屋1399　☎346-4112

日本たばこ
産業

合志市役所
合志庁舎

合志市役所
西合志庁舎

黒石簡易
郵便局

マルショク
須屋店

須屋駅

西合志図書館

西合志
第一小

農協
西合志中央支所

ポリテク
センター熊本

泉ヶ丘
体育館

合志南小

栄保育園

至  辻久保

至  合志庁舎

宮川内科医院

泉ヶ丘
消防署

矢具神社

Yショップ
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熊
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菊
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月
防
災
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
　
火
災
、
台
風
、
地
震
、
不
審
者
対
策
な

ど
毎
回
テ
ー
マ
を
変
え
、
時
に
は
消
防
署
に

指
導
し
て
も
ら
う
な
ど
、
い
ざ
と
い
う
と
き

に
子
ど
も
た
ち
が
混
乱
し
な
い
よ
う
訓
練

し
て
い
ま
す
。
４
月
は
新
入
園
児
に
と
っ
て

初
め
て
の
訓
練
だ
っ
た
の
で
、
先
生
が
子
ど

も
た
ち
に
基
本
的
な
注
意
を
呼
び
か
け
た

り
、
避
難
経
路
を
確
認
し
た
り
し
ま
し
た
。

　
　
日
本
大
震

災
を
き
っ
か
け

に
、
平
成
　
　
24

年
か
ら
毎
年
防

災
訓
練
を
行
な
っ

て
い
ま
す
。
災
害

放
送
、放
水
訓
練
、

炊
き
出
し
訓
練
、

心
肺
蘇
生
法
の

講
習
な
ど
、
消
防
団
や
医
療
機
関
の
協
力

も
得
て
実
施
。
ま
た
、
区
内
各
戸
へ
の
安
否

確
認
は
全
世
帯
参
加
型
。
自
助
か
ら
共
助

へ
、
一
人
一
人
が
で
き
る
こ
と
を
考
え
て
も

ら
う
意
識
付
け
の
た
め
の
訓
練
で
す
。

早
目
の
情
報
収
集

台
風
は
進
路
や
到
着
日
時
が
あ
る
程
度

分
か
り
ま
す
が
、
雨
は
状
況
が
急
に
変
化

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
特
に
天
気
予
報
の

「
激
し
い
雨
」
「
猛
烈
な
雨
」
と
い
う
キ
ー

ワ
ー
ド
に
は
敏
感
に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す

ね
。
自
動
的
に
情
報
が
入
る
携
帯
メ
ー
ル
シ

ス
テ
ム
の
利
用
や
、
気
象
用
語
を
正
し
く
理

解
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
。
例
え
ば
、
土
砂

災
害
警
戒
情
報
は
、
「
土
砂
災
害
の
危
険
が

迫
っ
て
お
り
避
難
が
必
要
」
と
い
う
情
報
で

す
。
意
味
を
よ
く
理
解
し
、
避
難
判
断
に
う

ま
く
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

予
防
的
避
難

大
雨
や
暴
風
時
の
避
難
は
非
常
に
危
険

で
す
。
明
る
い
う
ち
に
早
め
に
避
難
す
る

「
予
防
的
避
難
」
を
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

合
志
市
で
心
配
な
水
害
は
、
主
に
水
路

の
氾
濫
に
よ
る
道
路
冠
水
な
ど
の
内
水
氾

濫
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
道
路
が
冠
水
す

る
前
に
予
防
的
避
難
を
行
な
う
こ
と
が
最

善
で
す
が
、
避
難
の
遅
れ
に
よ
り
屋
外
に
避

難
で
き
な
い
状
況
に
な
っ
た
ら
、
家
屋
の
２

階
が
あ
れ
ば
２
階
に
垂
直
避
難
を
。
普
段

か
ら
、
避
難
す
る
と
き
の
持
ち
出
し
品
を
リ

ス
ト
化
し
て
お
く
こ
と
も
避
難
の
迅
速
化

に
つ
な
が
り
ま
す
。

地
域
の
防
災
力
を
高
め
る

大
き
な
災
害
で
は
、
消
防
・

警
察
な
ど
の
公
助
が
現
場
に
到

着
す
る
ま
で
時
間
が
か
か
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
た
め
、
自
助
・
共
助
の
取
組
み

が
非
常
に
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

昨
年
の
長
野
県
北
部
地
震
で
は
、
白
馬
村

で
40
軒
以
上
の
家
屋
が
全
壊
し
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
死
者
が
出
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
れ
は
、

地
元
の
自
主
防
災
組
織
が
高
齢
者
の
所
在
地

な
ど
の
情
報
を
よ
く
把
握
し
、
倒
壊
家
屋
内

の
的
確
な
情
報
を
公
助
側
に
迅
速
に
提
供
で

き
た
こ
と
が
人
命
救
助
に
つ
な
が
っ
た
ケ
ー

ス
で
す
。
自
主
防
災
組
織
は
消
防
職
員
な
ど

プ
ロ
の
よ
う
な
活
動
で
は
な
く
、
ち
ょ
っ
と
し

た
声
掛
け
や
避
難
誘
導
、
救
助
の
手
助
け
な

ど
、
誰
で
も
で
き
る
活
動
を
地
域
の
中
心
と

な
っ
て
行
な
う
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

自
主
防
災
組
織
に
し
か
で
き
な
い
、
地
域
に

精
通
し
た
住
民
組
織
に
よ
る
初
動
対
応
が
被

害
の
軽
減
に
つ
な
が
る
わ
け
で
す
。
ま
た
、
平

常
時
に
、
地
域
行
事
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
機
会

を
捉
え
て
住
民
へ
意
識
啓
発
す
る
こ
と
も
自

主
防
災
組
織
な
ら
で
は
の
活
動
で
す
。

県
で
は
本
年
度
ま
で
新
規
設
立
の
自
主
防

災
組
織
へ
補
助
金（※

）を
交
付
し
て
い
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
活
用
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

毎

地
域
で
も
自
主
訓
練
が
行
な
わ
れ
て
い
ま
す

六華保育園

黒石団地区
自　治　会

　
　
害
は
い
つ
発
生
す
る
か
分
か

　
　
り
ま
せ
ん
。
日
ご
ろ
の
備
え

を
し
っ
か
り
行
な
い
、
自
分
や
家

族
だ
け
で
な
く
隣
人
や
地
域
の
様

子
に
も
目
配
り
し
て
お
く
こ
と
が

大
切
で
す
。

　
災
害
時
も
平
常
時
も
、
地
域
の

結
び
つ
き
が
重
要
な
役
割
を
果
た

し
ま
す
。
地
域
の
つ
な
が
り
は
お

互
い
を
助
け
、
大
き
な
災
害
か
ら

身
を
守
る
最
大
の
武
器
に
な
り
ま

す
。
自
分
の
安
全
を
確
保
し
た
ら
、

次
は
隣
人
に
目
を
向
け
て
み
ま
せ

ん
か
。
住
民
一
人
一
人
の
防
災
意

識
を
高
め
る
こ
と
で
、
い
ざ
と
い

う
と
き
に
機
能
す
る
防
災
力
の
高

い
地
域
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

特
集 

完 

災

自主避難所

東

― 避難の心得 ―
・家族で避難場所を決めておく
（離れている場合は家族に知らせる）
・家の戸締りや火の元を確認して避難する
・歩いて避難し、消防車や救急車などの通行に協力
する
・荷物はリュックサックに入れて背負うなど、動き
やすいよう心掛ける
・近所の人と協力して要援護者の避難に協力する○

カギになるのは

自らの備えと

地域の
　防災力

県危機管理防災課

参事　堤　正治 さん
つつみ　  まさはる

カギになるのは

自らの備えと

地域の
　防災力

県危機管理防災課

参事　堤　正治 さん
つつみ　  まさはる

※詳しくは、市総務課交通防災班（☎248-1112）までお尋ねください。

※詳しくは、市総務課交通防災班（☎248-1112）までお尋ねください。

※

詳
し
く
は
市
総
務
課
交
通
防
災
班
（
☎
2

　4
8-

1
1
1
2
）ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

早
め
の
情
報
収
集

台
風
は
進
路
や
接
近
日
時
が
あ

る
程
度
分
か
り
ま
す
が
、
雨
は
状

況
が
急
に
変
化
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
特
に
天
気
予
報
の
「
激
し

い
雨
」
「
猛
烈
な
雨
」
と
い
う

キ
ー
ワ
ー
ド
に
は
敏
感
に
な
っ
て

ほ
し
い
で
す
ね
。
自
動
的
に
情
報

が
入
る
携
帯
メ
ー
ル
シ
ス
テ
ム
の

利
用
や
、
気
象
用
語
を
正
し
く
理

解
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
。
例
え

ば
、
土
砂
災
害
警
戒
情
報
は
、

「
土
砂
災
害
の
危
険
が
迫
っ
て
お

り
避
難
が
必
要
」
と
い
う
情
報
で

す
。
意
味
を
よ
く
理
解
し
、
避
難

判
断
に
う
ま
く
活
用
し
て
く
だ
さ

い
。

予
防
的
避
難

大
雨
や
暴
風
時
の
避
難
は
非
常

に
危
険
で
す
。
明
る
い
う
ち
に
早

め
に
避
難
す
る
「
予
防
的
避
難
」

を
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

合
志
市
で
心
配
な
水
害
は
、
主

に
水
路
の
氾
濫
に
よ
る
道
路
冠
水

な
ど
の
内
水
氾
濫
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
道
路
が
冠
水
す
る
前

に
予
防
的
避
難
を
行
な
う
こ
と
が

最
善
で
す
が
、
避
難
の
遅
れ
に
よ

り
屋
外
に
避
難
で
き
な
い
状
況
に

な
っ
た
ら
、
家
屋
の
２
階
が
あ
れ

ば
２
階
に
垂
直
避
難
を
。
普
段
か

ら
、
避
難
す
る
と
き
の
持
ち
出
し

品
を
リ
ス
ト
化
し
て
お
く
こ
と
も

避
難
の
迅
速
化
に
つ
な
が
り
ま

す
。

地
域
の
防
災
力
を
高
め
る

大
き
な
災
害
で
は
、
消
防
・
警

察
な
ど
の
公
助
が
現
場
に
到
着
す

る
ま
で
時
間
が
か
か
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
自
助
・
共

助
の
取
り
組
み
が
非
常
に
重
要
に

な
っ
て
き
ま
す
。

昨
年
の
長
野
県
北
部
地
震
で

は
、
白
馬
村
で
40
棟
以
上
の
家
屋

が
全
壊
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
死

者
が
出
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
れ

は
、
地
元
の
自
主
防
災
組
織
が
高

齢
者
の
所
在
地
な
ど
の
情
報
を
よ

く
把
握
し
、
倒
壊
家
屋
内
の
的
確

な
情
報
を
公
助
側
に
迅
速
に
提
供

で
き
た
こ
と
が
人
命
救
助
に
つ
な

が
っ
た
ケ
ー
ス
で
す
。
自
主
防
災

組
織
は
消
防
職
員
な
ど
プ
ロ
の
よ

う
な
活
動
で
は
な
く
、
ち
ょ
っ
と

し
た
声
掛
け
や
避
難
誘
導
、
救
助

の
手
助
け
な
ど
、
誰
で
も
で
き
る

活
動
を
地
域
の
中
心
と
な
っ
て
行

な
う
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。
自
主
防
災
組
織
に
し
か
で
き

な
い
、
地
域
に
精
通
し
た
住
民
組

織
に
よ
る
初
動
対
応
が
被
害
の
軽

減
に
つ
な
が
る
わ
け
で
す
。
ま

た
、
平
常
時
に
、
地
域
行
事
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を
捉
え
て
住
民

へ
意
識
啓
発
す
る
こ
と
も
自
主
防

災
組
織
な
ら
で
は
の
活
動
で
す
。

県
で
は
本
年
度
ま
で
新
規
設
立

の
自
主
防
災
組
織
へ
補
助
金

（※

）
を
交
付
し
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
活
用
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

　
　
日
本
大
震
災
を
き
っ
か
け
に
、

　
　
平
成
24
年
か
ら
毎
年
防
災
訓

練
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
災
害
放

送
、
放
水
訓
練
、
炊
き
出
し
訓
練
、

心
肺
蘇
生
法
の
講
習
な
ど
、
消
防

団
や
医
療
機
関
の
協
力
も
得
て
実

施
。
ま
た
、
区
内
各
戸
へ
の
安
否

確
認
は
全
世
帯
参
加
型
で
す
。

　
自
助
か
ら
共
助
へ
、
一
人
一
人

が
で
き
る
こ
と
を
考
え
て
も
ら
う

意
識
付
け
の
た
め
の
訓
練
で
す
。

　
　
月
防
災
訓
練
を
実
施
し
て
い

　
　
ま
す
。
火
災
、
台
風
、
地
震
、

不
審
者
対
策
な
ど
毎
回
テ
ー
マ
を

変
え
、
時
に
は
消
防
署
に
指
導
し
て

も
ら
う
な
ど
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に

子
ど
も
た
ち
が
混
乱
し
な
い
よ
う

訓
練
し
て
い
ま
す
。
４
月
は
新
入
園

児
に
と
っ
て
初
め
て
の
訓
練
だ
っ
た

の
で
、
先
生
が
子
ど
も
た
ち
に
基
本

的
な
注
意
を
呼
び
か
け
た
り
、
避

難
経
路
を
確
認
し
た
り
し
ま
し
た
。

園庭に避難した子どもたち。もしものときも落ち着いて行動しよう

▲

園
庭
に
避
難
し
た
子
ど
も
た
ち
。
も
し
も
の

　と
き
も
落
ち
着
い
て
行
動
し
よ
う

日中、地域にいることが多い女性たちもすすんで放水訓練に参加

▲

日
中
、
地
域
に
い
る
こ
と
が
多
い
女
性
た
ち

　も
す
す
ん
で
放
水
訓
練
に
参
加 佐藤純子 園長

佐藤純子 園長

福岡健彦 区長
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５
月
19
日
、
市
区
長
連
絡
協
議
会
の
総

会
で
区
長
の
皆
さ
ん
か
ら
承
認
を
受
け
、

昨
年
に
引
き
続
き
本
年
度
も
会
長
に
就
任

い
た
し
ま
し
た
。

　

市
は
現
在
も
人
口
が
増
え
続
け
て
い
ま

す
が
、
同
時
に
地
域
の
高
齢
化
も
加
速
し

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
な
か
、
課
題
と

な
っ
て
い
る
空
き
家
対
策
な
ど
の
安
全
・

安
心
の
地
域
づ
く
り
や
突
然
の
災
害
へ
の

対
応
に
向
け
た
取
り
組
み
が
重
要
に
な
り

ま
す
。
区
長
と
い
う
立
場
は
区
民
の
皆
さ

ん
に
寄
り
添
い
、
最
も
近
く
で
活
動
で
き

る
重
要
な
立
場
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
地
域
住
民
同
士
の
つ
な
が
り
を

築
く
活
動
に
力
を
入
れ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

本
年
度
は
合
志
市
が
誕
生
し
て
10
年
目

と
い
う
節
目
の
年
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
気
を
引
き
締
め
、
地
域
住
民
と
と

も
に
「
住
み
よ
い
ま
ち
」
合
志
市
を
つ
く

る
と
い
う
役
割
を
自
覚
し
、
私
た
ち
区
長

連
絡
協
議
会
の
構
成
員
一
同
、
地
域
で
共

に
助
け
合
う「
共
助
の
精
神
」を
モ
ッ
ト
ー

に
尽
力
し
て
参
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
合
志
市
区
長
連
絡
協
議
会
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

市
区
長
連
絡
協
議
会
役
員

会　

長　

古
河　

幹
男
（
榎
ノ
本
）

副
会
長　

荒
川　

和
典
（
泉
ヶ
丘
）

　

〃　
　

内
川　

祐
輔
（
杉
並
台
）

　

〃　
　

緒
方　

博
詞
（
辻
久
保
）

理　

事　

吉
岡　

誠
敏
（
油
古
閑
）

　

〃　
　

川
﨑　
　

諭
（
山
下
団
地
）

　

〃　
　

齊
藤　

四
郎
（
ユ
ト
リ
ッ
ク
団
地
）

　

〃　
　

谷　
　

皓
紀
（
東
須
屋
）

監　

事　

高
來　

正
人
（
黒
石
原
）

　

〃　
　

西
野　

良
昭 （
南
須
屋
）

古河　幹男
（榎ノ本区）

市
区
長
連
絡
協
議
会
長
あ
い
さ
つ

ン
ケ
ー
ト
結
果
を
懇
話
会
で
検
討
し
た

と
き
に
、
あ
る
委
員
が
「
知
人
が
産
休

明
け
で
仕
事
に
復
帰
し
ま
す
と
職
場
に

伝
え
た
と
こ
ろ
、
担
当
者
か
ら
『
子
ど

も
が
か
わ
い
そ
う
じ
ゃ
な
い
か
？
』
と

言
わ
れ
、
自
分
は
そ
ん
な
に
冷
た
い
人

間
な
の
か
と
悩
ん
で
い
る
」
と
い
う
話

を
し
ま
し
た
。
担
当
者
は
「
子
ど
も
さ

ん
の
た
め
に
育
児
休
暇
を
取
得
し
て
も

構
い
ま
せ
ん
よ
」
と
い
う
意
味
で
発
言

し
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
言
い
方

に
よ
っ
て
ま
る
で
反
対
の
意
味
に
な
る

ん
だ
な
、
と
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

働
く
女
性
を
支
援
す
る
た
め
、
市
で
も

待
機
児
童
解
消
を
目
的
に
民
間
保
育
所
の

新
設
な
ど
を
進
め
て
い
ま
す
。
施
設
面
を

改
善
す
る
と
同
時
に
、
一
人
一
人
の
考
え

方
を
尊
重
し
た「
思
い
や
り
」の
心
を
持
っ

て
男
女
共
同
参
画
施
策
の
推
進
を
進
め
る

必
要
が
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　

本
年
８
月
に
は
男
女
共
同
参
画
に
関

す
る
意
識
調
査
が
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
今
後
の
男
女
共
同
参
画
施
策
推
進

に
欠
か
せ
な
い
大
事
な
調
査
に
な
り
ま

す
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

１
月
17
日
に
開
催
し
た
「
気
づ
き
う

な
ず
き
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
に
は
、
た

く
さ
ん
の
参
加
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
回
は
、
そ
の
際

に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
一
部

に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

Ｑ
男
女
の
地
位
差
を
感
じ
ま
す
か

　
　
　
年
度　

 

（
Ｈ
22
）　　

  

（
Ｈ
26
）

　

男
性
優
遇　

83
％　

→　

65
％

　

女
性
優
遇　

３
％　

→　

５
％

　

平
等　
　
　

14
％　

→　

30
％

　

平
成
22
年
度
の
値
は
当
時
実
施
し
た

男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
意
識
調
査
結

果
で
す
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
規
模
が
違
う
た
め

一
概
に
比
較
で
き
ま
せ
ん
が
、「
平
等
」

と
答
え
た
人
が
倍
増
し
て
い
る
結
果
を

見
る
と
、
社
会
で
の
性
別
の
違
い
に
よ

る
地
位
差
が
改
善
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

し
か
し
、
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
の
ア

市男女共同参画
推進懇話会委員

坂井　竹志

本年度の総会



◎○
×

●手続きの流れ

①申請書提出（7月～）

②決定通知書交付

③工事着工

④工事完了

⑤実績報告書提出

⑥確定通知書交付

⑦請求書提出、商品券交付

⑧商品券使用
 （平成28年3月31日まで）

必須工事

①子育て支援（子ども部屋改修など）
②ユニバーサルデザイン化（段差解消、手すり設置など）
③省エネルギー推進（二重窓、断熱材設置など）
④木材利用促進（県産材利用）

●浴室、台所、洗面室、トイレの改修　
●電気、給排水衛生設備　
●屋根のふき替え、塗装、防水工事
●外壁の張り替えや塗装　●部屋の間仕切り変更　
●床、内壁、天井の張り替えや塗装などの内装工事　
●ふすま紙、障子紙の張り替えや畳の取り替え　
●建具、開口部の取り替えや新設
●スロープや手すりの設置　●据付照明のLED化

●車庫、物置、倉庫などの工事　
●店舗、工場、事務所などの改修
●門扉、ブロック塀などの外構工事　
●植樹、剪定などの植栽　●下水道、合併浄化槽の工事　
●太陽光発電などの設置　●防犯ライト、カメラの設置　
●防虫や消毒、ハウスクリーニング、排水管清掃など　
●他の助成制度と重複するもの

○対象となる工事の具体例

×対象とならない工事の具体例

商品券

商品券

引換証 引換証

「運動を続けたいけど、なかなか一人では続けられない」と感じている
あなたに朗報です。身近な場所で、身近な仲間と運動習慣を身につけるた
めの「こうし健康ステーション」ができました。
こうし健康ステーションの主役はあなたです。参加者がステーション運

営を行ない、各ステーションのサポーターが市とのパイプ役を担います。
ステーションでは、ストレッチ・筋力トレーニング・ステップ運動・ウ

オーキングなどのほか、健康運動指導士など専門職による実技指導も行
なっています。

●
対
象
　
次
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
人

①
本
市
に
住
民
票
が
あ
る
人

②
本
人
と
世
帯
員
に
市
税
の
滞
納
が
な
い

人
③
他
の
制
度
に
よ
る
補
助
金
な
ど
を
受
け

て
い
な
い
人

④
昨
年
度
助
成
を
受
け
て
い
な
い
人

●
助
成
の
対
象
と
な
る
工
事

　
工
事
に
要
す
る
経
費
（
消
費
税
、
地
方

消
費
税
を
除
く
）
が
10
万
円
以
上
で
次
の

全
て
に
当
て
は
ま
る
工
事

①
助
成
対
象
者
が
市
内
に
所
有
し
、
か

つ
、
居
住
す
る
部
分
の
工
事

②
指
定
工
事
店
に
依
頼
し
て
行
な
う
工
事

③
申
請
の
あ
っ
た
年
度
内
に
着
工
し
、
指

定
す
る
期
限
内
に
完
了
す
る
工
事

●
指
定
工
事
店

　
広
報
７
月
号
に
掲
載
予
定

●
助
成
額

　
対
象
工
事
に
要
し
た
経
費
の
１
割
に
相

当
す
る
額
（
上
限
20
万
円
）

※
市
内
登
録
店
舗
な
ど
で
使
用
で
き
る
商
品
券

（
券
面
１
、
０
０
０
円
）
を
交
付
し
ま
す
。

●
商
品
券
有
効
期
限

　
平
成
28
年
３
月
31
日
（
木
）

●
登
録
店
舗
　
広
報
７
月
号
に
掲
載
予
定

●
商
品
券
使
用
時
の
注
意
事
項

・
登
録
店
舗
で
の
み
使
用
で
き
ま
す
。

・
現
金
化
は
で
き
ま
せ
ん
。

・
お
釣
り
は
お
支
払
い
で
き
ま
せ
ん
。

●
受
付
開
始

　７
月
１
日
（
水
）

※
一
定
の
申
請
額
に
達
し
次
第
終
了
し
ま
す
。

●
申
込
方
法

　
申
請
書
に
記
入
し
、
商
工
振
興
課
ま
で

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
書
は
商
工
振

興
課
窓
口
、
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

市
内
商
工
業
の
振
興
や
市
民
の
皆
さ
ん
の
居
住
環
境
向
上
を

目
的
と
し
て
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
事
業
の
申
請
を
受
け
付

け
ま
す
。
対
象
工
事
に
要
し
た
経
費
の
１
割
に
相
当
す
る
額
を
、

工
事
完
了
後
に
「
商
品
券
」
と
し
て
交
付
し
ま
す
。

な
お
、
本
年
度
か
ら
助
成
対
象
工
事
額
と
助
成
対
象
工
種
を

拡
大
し
ま
し
た
。

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
事
業

住
ま
い
づ
く
り
の
お
手
伝
い

●
対
象
　
次
の
い
ず
れ
か
に
当
て
は
ま
る
人

①
平
成
27
年
５
月
１
日
現
在
で
本
市
に
住

民
票
が
あ
る
世
帯

②
平
成
21
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
27
年
５

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
、
平
成
27
年
５

月
１
日
現
在
で
本
市
に
住
所
票
が
あ
る

未
就
学
児
の
保
護
者

●
販
売
額

　

①
未
就
学
児
の
い
な
い
世
帯

１
３
、
０
０
０
円
分
の
商
品
券
を
１
世

帯
１
セ
ッ
ト
の
み
、
１
０
、
０
０
０
円

で
販
売
。

②
未
就
学
児
の
い
る
世
帯

１
３
、
０
０
０
円
分
の
商
品
券
を
、
未

就
学
児
１
人
に
つ
き
１
セ
ッ
ト
７
、
０

０
０
円
で
販
売
。

※
い
ず
れ
の
商
品
券
も
13
枚
つ
づ
り
（
券
面

１
、
０
０
０
円
）
で
す
。

●
引
換
（
販
売
）
期
間

　
７
月
15
日（
水
）か
ら
先
着
順
で
引
き
換

え（
販
売
）し
、販
売
予
定
数（
約
１
９
、０
０

０
セ
ッ
ト
）に
達
し
次
第
終
了
し
ま
す
。

　
な
お
、未
就
学
児
の
い
る
世
帯
への
引
き
換

え
は
９
月
14
日（
月
）で
終
了
予
定
で
す
。

●
商
品
券
使
用
時
の
注
意
事
項

・
取
扱
店
で
の
み
利
用
で
き
ま
す
。

・
現
金
化
や
金
券
の
購
入
は
で
き
ま
せ
ん
。

・
お
釣
り
は
お
支
払
い
で
き
ま
せ
ん
。

●
購
入
窓
口

・
合
志
庁
舎
　

平
日
　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

日
曜
　
午
前
９
時
〜
午
後
１
時

・
西
合
志
庁
舎
・
各
支
所

平
日
　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

●
商
品
券
が
使
用
で
き
る
期
間

　
７
月
15
日
（
水
）
〜
12
月
31
日
（
木
）

●
使
用
で
き
る
店
舗

　
店
頭
の
ス
テ
ッ
カ
ー
と
の
ぼ
り
が
目
印

で
す
。
広
報
７
月
号
や
市
商
工
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
す
る
予
定
で
す
。

●
商
品
券
購
入
の
流
れ

市
商
工
会
で
は
、
市
の
補
助
金
な
ど
を
受
け
、
地
域
の
活
性
化
と
子

育
て
世
帯
の
支
援
を
通
じ
た
市
内
商
工
業
の
振
興
の
た
め
、
「
合
志
市

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
」
を
販
売
し
ま
す
。

な
お
、対
象
者
に
は
事
前
に
購
入
引
換
証（
は
が
き
）を
送
付
し
ま
す
。

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
を
販
売
し
ま
す

7
月
か
ら

③
商
品
券
を
使
用

②
特
設
窓
口
で

　商
品
券
と
交
換

①
引
換
証
の
郵
送

７月15日 ～
  12月31日 ７月15日～ 6～７月

⬅⬅

１世帯

１世帯

父

小学生

未就学児

未就学児

小学生

中学生

母

父

母

― 世帯ごとの購入例 ―

１セット
現金
￥10,000引換証

商品券
￥13,000

２セットまで
現金
￥7,000

現金
￥7,000

引換証

引換証

商品券
￥13,000

商品券
￥13,000

• • •

• • •

商工会会員事業所の皆さんへ

　市商工会では、「合志市プレミアム付商品
券」と「住宅リフォーム商品券」の取扱店を募
集しています。
●取扱店登録できる事業所
　市商工会会員で市内に店舗を有する事業所
●登録方法
・市商工会本所に申請してください。
※商品券約2億5千万円分の流通を想定しています。 ※この事業は、国の地方創生交付金や県の補助を受け、

市が市商工会に補助金を交付して実施するものです。

●問い合わせ先　健康づくり推進課（西合志庁舎）☎242‒1183
　　　　　　　　高齢者支援課（西合志庁舎）　　☎242‒1109

●問い合わせ先　健康づくり推進課（西合志庁舎）☎242‒1183
　　　　　　　　高齢者支援課（西合志庁舎）　　☎242‒1109

●問い合わせ先　商工振興課（合志庁舎）☎248‒1115●問い合わせ先　合志市プレミアム付商品券事務局　☎297‒2085
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◎○
×

●手続きの流れ

①申請書提出（7月～）

②決定通知書交付

③工事着工

④工事完了

⑤実績報告書提出

⑥確定通知書交付

⑦請求書提出、商品券交付

⑧商品券使用
 （平成28年3月31日まで）

必須工事

①子育て支援（子ども部屋改修など）
②ユニバーサルデザイン化（段差解消、手すり設置など）
③省エネルギー推進（二重窓、断熱材設置など）
④木材利用促進（県産材利用）

●浴室、台所、洗面室、トイレの改修　
●電気、給排水衛生設備　
●屋根のふき替え、塗装、防水工事
●外壁の張り替えや塗装　●部屋の間仕切り変更　
●床、内壁、天井の張り替えや塗装などの内装工事　
●ふすま紙、障子紙の張り替えや畳の取り替え　
●建具、開口部の取り替えや新設
●スロープや手すりの設置　●据付照明のLED化

●車庫、物置、倉庫などの工事　
●店舗、工場、事務所などの改修
●門扉、ブロック塀などの外構工事　
●植樹、剪定などの植栽　●下水道、合併浄化槽の工事　
●太陽光発電などの設置　●防犯ライト、カメラの設置　
●防虫や消毒、ハウスクリーニング、排水管清掃など　
●他の助成制度と重複するもの

○対象となる工事の具体例

×対象とならない工事の具体例

商品券

商品券

引換証 引換証

「運動を続けたいけど、なかなか一人では続けられない」と感じている
あなたに朗報です。身近な場所で、身近な仲間と運動習慣を身につけるた
めの「こうし健康ステーション」ができました。
こうし健康ステーションの主役はあなたです。参加者がステーション運

営を行ない、各ステーションのサポーターが市とのパイプ役を担います。
ステーションでは、ストレッチ・筋力トレーニング・ステップ運動・ウ

オーキングなどのほか、健康運動指導士など専門職による実技指導も行
なっています。

●
対
象
　
次
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
人

①
本
市
に
住
民
票
が
あ
る
人

②
本
人
と
世
帯
員
に
市
税
の
滞
納
が
な
い

人
③
他
の
制
度
に
よ
る
補
助
金
な
ど
を
受
け

て
い
な
い
人

④
昨
年
度
助
成
を
受
け
て
い
な
い
人

●
助
成
の
対
象
と
な
る
工
事

　
工
事
に
要
す
る
経
費
（
消
費
税
、
地
方

消
費
税
を
除
く
）
が
10
万
円
以
上
で
次
の

全
て
に
当
て
は
ま
る
工
事

①
助
成
対
象
者
が
市
内
に
所
有
し
、
か

つ
、
居
住
す
る
部
分
の
工
事

②
指
定
工
事
店
に
依
頼
し
て
行
な
う
工
事

③
申
請
の
あ
っ
た
年
度
内
に
着
工
し
、
指

定
す
る
期
限
内
に
完
了
す
る
工
事

●
指
定
工
事
店

　
広
報
７
月
号
に
掲
載
予
定

●
助
成
額

　
対
象
工
事
に
要
し
た
経
費
の
１
割
に
相

当
す
る
額
（
上
限
20
万
円
）

※
市
内
登
録
店
舗
な
ど
で
使
用
で
き
る
商
品
券

（
券
面
１
、
０
０
０
円
）
を
交
付
し
ま
す
。

●
商
品
券
有
効
期
限

　
平
成
28
年
３
月
31
日
（
木
）

●
登
録
店
舗
　
広
報
７
月
号
に
掲
載
予
定

●
商
品
券
使
用
時
の
注
意
事
項

・
登
録
店
舗
で
の
み
使
用
で
き
ま
す
。

・
現
金
化
は
で
き
ま
せ
ん
。

・
お
釣
り
は
お
支
払
い
で
き
ま
せ
ん
。

●
受
付
開
始

　７
月
１
日
（
水
）

※
一
定
の
申
請
額
に
達
し
次
第
終
了
し
ま
す
。

●
申
込
方
法

　
申
請
書
に
記
入
し
、
商
工
振
興
課
ま
で

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
書
は
商
工
振

興
課
窓
口
、
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

市
内
商
工
業
の
振
興
や
市
民
の
皆
さ
ん
の
居
住
環
境
向
上
を

目
的
と
し
て
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
事
業
の
申
請
を
受
け
付

け
ま
す
。
対
象
工
事
に
要
し
た
経
費
の
１
割
に
相
当
す
る
額
を
、

工
事
完
了
後
に
「
商
品
券
」
と
し
て
交
付
し
ま
す
。

な
お
、
本
年
度
か
ら
助
成
対
象
工
事
額
と
助
成
対
象
工
種
を

拡
大
し
ま
し
た
。

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
事
業

住
ま
い
づ
く
り
の
お
手
伝
い

●
対
象
　
次
の
い
ず
れ
か
に
当
て
は
ま
る
人

①
平
成
27
年
５
月
１
日
現
在
で
本
市
に
住

民
票
が
あ
る
世
帯

②
平
成
21
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
27
年
５

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
、
平
成
27
年
５

月
１
日
現
在
で
本
市
に
住
所
票
が
あ
る

未
就
学
児
の
保
護
者

●
販
売
額

　

①
未
就
学
児
の
い
な
い
世
帯

１
３
、
０
０
０
円
分
の
商
品
券
を
１
世

帯
１
セ
ッ
ト
の
み
、
１
０
、
０
０
０
円

で
販
売
。

②
未
就
学
児
の
い
る
世
帯

１
３
、
０
０
０
円
分
の
商
品
券
を
、
未

就
学
児
１
人
に
つ
き
１
セ
ッ
ト
７
、
０

０
０
円
で
販
売
。

※
い
ず
れ
の
商
品
券
も
13
枚
つ
づ
り
（
券
面

１
、
０
０
０
円
）
で
す
。

●
引
換
（
販
売
）
期
間

　
７
月
15
日（
水
）か
ら
先
着
順
で
引
き
換

え（
販
売
）し
、販
売
予
定
数（
約
１
９
、０
０

０
セ
ッ
ト
）に
達
し
次
第
終
了
し
ま
す
。

　
な
お
、未
就
学
児
の
い
る
世
帯
への
引
き
換

え
は
９
月
14
日（
月
）で
終
了
予
定
で
す
。

●
商
品
券
使
用
時
の
注
意
事
項

・
取
扱
店
で
の
み
利
用
で
き
ま
す
。

・
現
金
化
や
金
券
の
購
入
は
で
き
ま
せ
ん
。

・
お
釣
り
は
お
支
払
い
で
き
ま
せ
ん
。

●
購
入
窓
口

・
合
志
庁
舎
　

平
日
　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

日
曜
　
午
前
９
時
〜
午
後
１
時

・
西
合
志
庁
舎
・
各
支
所

平
日
　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

●
商
品
券
が
使
用
で
き
る
期
間

　
７
月
15
日
（
水
）
〜
12
月
31
日
（
木
）

●
使
用
で
き
る
店
舗

　
店
頭
の
ス
テ
ッ
カ
ー
と
の
ぼ
り
が
目
印

で
す
。
広
報
７
月
号
や
市
商
工
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
す
る
予
定
で
す
。

●
商
品
券
購
入
の
流
れ

市
商
工
会
で
は
、
市
の
補
助
金
な
ど
を
受
け
、
地
域
の
活
性
化
と
子

育
て
世
帯
の
支
援
を
通
じ
た
市
内
商
工
業
の
振
興
の
た
め
、
「
合
志
市

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
」
を
販
売
し
ま
す
。

な
お
、対
象
者
に
は
事
前
に
購
入
引
換
証（
は
が
き
）を
送
付
し
ま
す
。

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
を
販
売
し
ま
す

7
月
か
ら

③
商
品
券
を
使
用

②
特
設
窓
口
で

　商
品
券
と
交
換

①
引
換
証
の
郵
送

７月15日 ～
  12月31日 ７月15日～ 6～７月

⬅⬅

１世帯

１世帯

父

小学生

未就学児

未就学児

小学生

中学生

母

父

母

― 世帯ごとの購入例 ―

１セット
現金
￥10,000引換証

商品券
￥13,000

２セットまで
現金
￥7,000

現金
￥7,000

引換証

引換証

商品券
￥13,000

商品券
￥13,000

• • •

• • •

商工会会員事業所の皆さんへ

　市商工会では、「合志市プレミアム付商品
券」と「住宅リフォーム商品券」の取扱店を募
集しています。
●取扱店登録できる事業所
　市商工会会員で市内に店舗を有する事業所
●登録方法
・市商工会本所に申請してください。
※商品券約2億5千万円分の流通を想定しています。 ※この事業は、国の地方創生交付金や県の補助を受け、

市が市商工会に補助金を交付して実施するものです。

●問い合わせ先　健康づくり推進課（西合志庁舎）☎242‒1183
　　　　　　　　高齢者支援課（西合志庁舎）　　☎242‒1109

●問い合わせ先　健康づくり推進課（西合志庁舎）☎242‒1183
　　　　　　　　高齢者支援課（西合志庁舎）　　☎242‒1109

●問い合わせ先　商工振興課（合志庁舎）☎248‒1115●問い合わせ先　合志市プレミアム付商品券事務局　☎297‒2085
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ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
活
動
な
ど
で

各
種
大
会
に
参
加
し
た
場
合

　

県
外
で
開
催
さ
れ
る
ス
ポ
ー
ツ
、文
化
、

教
育
そ
の
他
の
大
会
に
出
場
し
た
場
合

で
、
県
や
地
域
の
予
選
会
に
出
場
し
、
上

位
大
会
出
場
の
権
利
を
得
た
人
、
ま
た
は

高
等
学
校
・
大
学
連
盟
、
県
レ
ベ
ル
以
上

の
協
会
の
推
薦
を
受
け
た
人
が
対
象
と
な

り
ま
す
。

※�

小
・
中
学
校
の
児
童
生
徒
が
部
活
動
の
範

囲
で
小
・
中
体
連
主
催
の
各
種
大
会
な
ど

に
参
加
し
た
場
合
に
限
っ
て
は
、
学
校

教
育
課
☎（
２
４
２
）１
２
３
０
で
対
応
し

ま
す
。

◦
補
助
金
交
付
回
数

　

大
会
出
場
に
対
す
る
同
一
年
度
内
の
同

一
補
助
対
象
者
へ
の
交
付
回
数
は
２
回
ま

で
で
す
。

　

た
だ
し
、
本
年
度
末
の
年
齢
が
満
20
歳

以
下
の
対
象
者
と
、
海
外
で
開
催
さ
れ
る

大
会
に
つ
い
て
は
、
回
数
制
限
は
あ
り
ま

せ
ん
。

◦
補
助
金
額

①
九
州
（
沖
縄
県
を
除
く
）

　

個
人　
　

５
、０
０
０
円　
　

②
右
記
を
除
く
国
内　

　

個
人　

１
０
、０
０
０
円　
　

③
海
外　

　

個
人　

２
０
、０
０
０
円　
　

◦
申
請
書
類

　

補
助
金
交
付
申
請
書
の
様
式
は
提
出
先

窓
口
に
用
意
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
お
尋
ね

く
だ
さ
い
。

◦
申
請
期
限

　

大
会
終
了
後
、
そ
の
年
度
内
に
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、大
会
終
了
が
３
月
の
場
合
は
、

大
会
終
了
後
１
カ
月
以
内
は
申
請
で
き
ま

す
。

◦
提
出
先

　

企
画
課
企
画
広
報
班
（
合
志
庁
舎
）、

西
合
志
庁
舎
総
合
窓
口
課
、泉
ヶ
丘
支
所
、

須
屋
支
所

自
主
調
査
研
究
の
実
施
や

研
修
事
業
に
参
加
し
た
場
合

　

地
域
の
活
性
化
、
教
育
、
福
祉
ま
た
は

産
業
の
振
興
の
た
め
、
市
民
が
行
な
う
自

主
調
査
研
究
や
研
修
事
業
に
参
加
し
た
人

や
団
体
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

補
助
の
可
否
や
補
助
金
額
は
、
市
総
合

政
策
審
議
会
に
諮
問
し
決
定
し
ま
す
。
詳

し
く
は
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
先

　

企
画
課 

企
画
広
報
班
（
合
志
庁
舎
）

　

☎（
２
４
８
）１
８
１
３

　

市
で
は
、
住
民
と
市
の
協
働
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。
そ
の
一
環

と
し
て
運
営
す
る
地
域
づ
く
り
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
は
、地
域
づ
く
り
団
体
の
自
主
的
・

主
体
的
な
取
り
組
み
を
促
す
相
互
交
流
の

場
で
す
。

　

定
期
的
な
会
議
や
地
域
づ
く
り
に
関
す

る
情
報
共
有
の
ほ
か
、
各
団
体
の
抱
え
る
課

題
や
問
題
の
解
決
、
地
域
づ
く
り
イ
ベ
ン
ト

な
ど
の
企
画
・
運
営
も
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

登
録
を
希
望
す
る
団
体
は
、
登
録
申
込

書
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

◦
主
な
活
動
内
容

・
全
体
定
例
会　

２
カ
月
に
１
回
程
度

・
役
員
会　

２
カ
月
に
１
回
程
度
、
ほ
か

◦
会
費　

１
団
体 

１
、０
０
０
円
／
年

◦
申
込
書　

企
画
課
窓
口
で
受
け
取
る

か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
市
政
情
報-

自

治
基
本
条
例
・
ま
ち
づ
く
り
）
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

企
画
課　

企
画
広
報
班
（
合
志
庁
舎
）

　

☎（
２
４
８
）１
８
１
３

人
材
育
成
を
目
的
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す

ふ
る
さ
と
創
生
基
金
事
業

　
人
材
育
成
を
目
的
に
次
の
事
業
に
参
加
す
る
人
の
経
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

対
象
は
、
市
内
に
住
所
を
有
す
る
人
と
団
体
で
す
。

　
な
お
、
市
税
な
ど
の
滞
納
の
あ
る
世
帯
の
人
、
市
か
ら
補
助
を
受
け
て
い
る
団
体

は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

市
地
域
づ
く
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

参
加
団
体
募
集
！

上は定例会。下は昨年度参画し
た菊池地域ブロックネットワー
クの水源フットパス事業



　

近
年
、
子
宮
頸
が
ん
は
20
歳
代
や
30
歳

代
の
若
年
層
で
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

早
期
に
治
療
す
れ
ば
、
90
％
以
上
が
治
癒

し
ま
す
。

　

若
い
世
代
の
子
宮
が
ん
検
診
受
診
率
向

上
の
た
め
、
20
歳
代
の
子
宮
頸
が
ん
施
設

検
診
の
申
し
込
み
を
メ
ー
ル
で
受
け
付
け

ま
す
。

　

申
し
込
み
受
け
付
け
後
、
１
週
間
以
内

に
予
約
完
了
の
メ
ー
ル
を
送
信
し
ま
す
。

　

ま
た
、
８
月
に
本
年
度
の
検
診
実
施
医

療
機
関
な
ど
の
詳
し
い
案
内
と
問
診
票
を

送
付
し
ま
す
。

※�

迷
惑
メ
ー
ル
の
対
策
な
ど
で
ド
メ
イ
ン
指

定
を
行
な
っ
て
い
る
場
合
、
メ
ー
ル
が
受

信
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
下

記
ア
ド
レ
ス
か
ら
の
メ
ー
ル
を
受
信
で
き

る
よ
う
設
定
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
注
意
事
項

① 

30
歳
以
上
の
人
に
は
１
月
に
申
込
書
を

送
付
し
て
い
ま
す
の
で
、
メ
ー
ル
で
の

受
け
付
け
は
で
き
ま
せ
ん
。
申
込
書
の

提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

② 

メ
ー
ル
で
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、
回
答

に
時
間
が
か
か
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

質
問
な
ど
ご
不
明
な
点
は
、
電
話
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

認
可
保
育
所
の
入
所
要
件
を
満
た
し
、

入
所
申
込
を
行
な
っ
て
も
入
所
で
き
ず

に
、
認
可
外
保
育
施
設
に
入
所
す
る
児
童

の
保
護
者
の
経
済
的
負
担
軽
減
の
た
め
、

保
育
料
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

◦
対
象　

次
の
要
件
を
全
て
満
た
す
人

① 

市
内
に
住
民
登
録
し
、
本
市
に
在
住
す

る
人

② 

認
可
保
育
所
の
入
所
要
件
を
満
た
し
て

申
し
込
み
を
行
な
っ
た
が
、
入
所
で
き

ず
待
機
し
て
い
る
こ
と（
保
留
通
知
を

持
っ
て
い
る
人
で
、
両
親
と
も
就
労
中
な

ど
で
あ
る
こ
と
。
求
職
中
の
人
は
対
象

に
な
り
ま
せ
ん
）

③ 

児
童
が
月
単
位
契
約
で
認
可
外
保
育
施

設
に
、
月
64
時
間
以
上
か
つ
13
日
以
上

通
っ
て
い
る
こ
と
（
一
時
預
か
り
や
延

長
保
育
、
月
途
中
の
入
所
・
退
所
は
除

く
）

◦
対
象
と
な
ら
な
い
人

① 

通
所
可
能
な
認
可
保
育
所
や
地
域
型
保

育
所
が
あ
り
な
が
ら
、
保
護
者
の
個
人

的
理
由
で
入
所
し
な
か
っ
た
人

② 
入
所
希
望
保
育
所
が
少
な
い
人
（
特
別

な
理
由
を
除
き
、
原
則
、
第
６
希
望
未

満
の
人
）

③
市
税
な
ど
を
滞
納
し
て
い
る
人

◦
対
象
施
設

　

保
育
所
業
務
を
目
的
と
す
る
施
設
で
、

県
ま
た
は
熊
本
市
へ
届
け
出
を
行
な
っ
て

い
る
認
可
外
保
育
施
設（
本
市
外
も
含
む
。

た
だ
し
、
事
業
所
内
保
育
施
設
や
英
会
話

な
ど
を
主
目
的
と
す
る
施
設
は
除
く
）

◦
補
助
対
象
経
費

　

保
護
者
が
負
担
し
た
月
額
保
育
料
と
昼
食

代
を
合
計
し
た
額
。延
長
料
金
な
ど
は
除
く
。

◦
補
助
額

　

保
護
者
が
負
担
し
た
対
象
経
費
か
ら
、

認
可
保
育
所
に
入
所
し
た
場
合
の
保
育
料

月
額
相
当
額
を
差
し
引
い
た
額
。

　

た
だ
し
、
上
限
月
額
２
０
、０
０
０
円
。

◦
申
請
方
法

　

次
の
書
類
を
子
育
て
支
援
課
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。（
郵
送
可
）

① 

合
志
市
待
機
児
童
支
援
助
成
事
業
補
助

金
交
付
申
請
書

② 

認
可
外
保
育
施
設
在
籍
証
明
書
兼
保
育

料
等
納
入
済
証
明
書

待
機
児
童
支
援
助
成
事
業
補
助
金
を
支
給
し
ま
す

問
い
合
わ
せ
先　

子
育
て
支
援
課　

子
ど
も
保
育
班
（
西
合
志
庁
舎
）

　
　
　
　
　
　
　

☎�（
２
４
２)

１
１
５
９

メ
ー
ル
で
受
け
付
け
ま
す

20
歳
代
の
子
宮
頸
が
ん
施
設
検
診

問
い
合
わ
せ
先　

健
康
づ
く
り
推
進
課　

健
康
推
進
班
（
西
合
志
庁
舎
）

　
　
　
　
　
　
　

☎�（
２
４
２)

１
１
８
３

対 象 年 齢 平成27年４月１日時点で
20歳代の女性

自 己 負 担 額 １, ７００円

検 診 時 期 ９月～平成28年２月

申 込 期 限 ７月31日（金）

メール送信先 健康づくり推進課
kenkou@city.koshi.lg.jp

メ ー ル に
記載する内容
（件名も必須）

件名　子宮頸がん検診申し込み
本文　①住所　②氏名　③生年月日
　　　④日中連絡のつく電話番号

申請期限

平成27年度
通園期間 申請期限

４月～ ７ 月 �８月20日（木）

８月～11月 12月21日（月）

12月～
平成28年３月

平成28年
４月20日（水）

※�申請書などは子育て支援課、合志庁舎市
民課、泉ヶ丘支所、須屋支所に置いてい
ます。また、市ホームページからダウン
ロードもできます。



介
護
保
険
制
度

納
入
通
知
書
（
介
護
保
険
料
額
決
定
通
知

書
）
を
送
付
し
ま
す

　

本
年
度
の
介
護
保
険
料
が
決
定
し
ま
し

た
。
こ
の
通
知
書
に
は
介
護
保
険
料
の
算

定
根
拠
と
支
払
方
法
・
納
期
限
が
記
載
さ

れ
て
い
ま
す
。
平
成
26
年
中
の
所
得
に

よ
っ
て
、
保
険
料
が
増
減
す
る
こ
と
や
、

納
め
方
が
変
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

保
険
料
の
納
め
方

◦
特
別
徴
収

　

年
金
か
ら
の
天
引
き
に
よ
る
納
付

　
（
年
６
回
の
年
金
支
給
月
）

※�

４
・
６
月
は
平
成
25
年
中
の
所
得
で
仮
に

計
算
し
て
い
ま
し
た
が
、
６
月
に
平
成
26

年
中
の
所
得
が
確
定
す
る
た
め
、
８
月
以

降
の
保
険
料
で
調
整
し
ま
す
。

◦
普
通
徴
収

　

納
付
書
払
い
や
口
座
振
替
に
よ
る
納
付

　
（
６
月
か
ら
翌
年
１
月
ま
で
毎
月
）

※�

口
座
振
替
に
は
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

市
役
所
・
支
所
ま
た
は
市
内
各
金
融
機
関

で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
な
お
、
前
年
度

ま
で
に
口
座
振
替
で
納
付
し
て
い
る
人
は

手
続
不
要
で
す
。

日
本
年
金
機
構
か
ら
の
「
年
金
振
込
通
知

書
」
と
一
致
し
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す

　

日
本
年
金
機
構
か
ら
送
付
さ
れ
る
「
年

金
振
込
通
知
書
」
は
、
年
金
支
払
額
や
天

引
き
さ
れ
る
保
険
料
な
ど
を
お
知
ら
せ
す

る
も
の
で
す
。

　

８
月
以
降
の
介
護
保
険
料
に
つ
い
て
、

「
年
金
振
込
通
知
書
」
に
記
載
さ
れ
た
介

護
保
険
料
と
、
市
か
ら
送
付
す
る
「
納
入

通
知
書
（
介
護
保
険
料
額
決
定
通
知
書
）」

に
記
載
さ
れ
た
介
護
保
険
料
が
一
致
し
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
実
際
に
天
引
き
さ

れ
る
介
護
保
険
料
は
、
市
か
ら
送
付
す
る

納
入
通
知
書
に
記
載
さ
れ
た
金
額
で
す
。

　

介
護
保
険
制
度
で
は
、
施
設
サ
ー
ビ
ス

や
短
期
入
所
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
際
の

食
費
・
居
住
費
（
滞
在
費
）
は
自
己
負
担

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

次
に
当
て
は
ま
る
要
介
護
認
定
者
は
、

申
請
に
よ
り
「
介
護
保
険
負
担
限
度
額
認

定
証
」
が
交
付
さ
れ
、
自
己
負
担
額
が
軽

減
さ
れ
ま
す
。

◦
対
象
者
と
そ
の
段
階

第
１
段
階
… 

生
活
保
護
の
受
給
者
お
よ
び
世

帯
全
員
が
住
民
税
非
課
税
で
老

齢
福
祉
年
金
を
受
け
て
い
る
人

第
２
段
階
… 

世
帯
全
員
が
住
民
税
非
課
税

で
、
前
年
の｢

合
計
所
得
金

額
＋
課
税
年
金
収
入｣

が

80
万
円
以
下
の
人

第
３
段
階
… 

世
帯
全
員
が
住
民
税
非
課
税
で
、

右
記
に
当
て
は
ま
ら
な
い
人

◦
８
月
以
降
に
追
加
さ
れ
る
条
件

　

次
に
当
て
は
ま
る
人
は
、
８
月
以
降
は
認

定
証
の
交
付
対
象
に
な
ら
な
く
な
り
ま
す
。

・ 
住
民
票
上
、
世
帯
が
異
な
る
配
偶
者
が

課
税
さ
れ
て
い
る
人

・ 

預
貯
金
や
有
価
証
券
な
ど
が
、
単
身
で

　

１
、０
０
０
万
円
、
夫
婦
で
２
、０
０
０
万
円

を
超
え
る
人

平
成
27
年
度
の

介
護
保
険
料
額
が
決
ま
り
ま
し
た

◦
申
請
手
続

新
規
申
請

　

負
担
限
度
額
認
定
申
請
書
と
預
金
通
帳

の
写
し
を
窓
口
（
高
齢
者
支
援
課
、
合
志

庁
舎
市
民
課
、
各
支
所
）
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

※�

平
成
27
年
１
月
１
日
時
点
で
住
民
票
上
の

世
帯
が
分
か
れ
て
い
る
配
偶
者
の
住
民
票

（
住
民
登
録
）
が
本
市
に
な
い
場
合
、
平

成
27
年
度
の
住
民
税
課
税
証
明
書
が
必
要

で
す
。

更
新
申
請

　

有
効
期
限
が
７
月
31
日
ま
で
の
認
定
証

を
お
持
ち
の
人
に
は
更
新
の
お
知
ら
せ
を

送
付
し
ま
す
。
引
き
続
き
認
定
を
受
け
る

場
合
は
、毎
年
更
新
手
続
き
が
必
要
で
す
。

早
め
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

前
年
の
所
得
に
応
じ
て
判
定
し
ま
す
の

で
、
認
定
証
が
交
付
さ
れ
な
い
場
合
も
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
世
帯
員
に
未
申
告
の
人

が
い
る
場
合
も
交
付
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
先

　

高
齢
者
支
援
課　

高
齢
者
保
険
班

　
（
西
合
志
庁
舎
）

　

☎（
２
４
２
）１
１
０
９

８
月
か
ら

介
護
保
険
負
担
限
度
額
認
定
証
の	

	

認
定
条
件
が
変
わ
り
ま
す



後
期
高
齢
者
医
療
制
度

新
し
い
保
険
証
は
黄
色
で
す

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
新
し
い
保
険

証
を
送
付
し
ま
す
。

　

現
在
の
水
色
の
保
険
証
の
有
効
期
限
は

７
月
31
日
で
す
。
新
し
い
黄
色
の
保
険
証

を
７
月
中
旬
に
簡
易
書
留
郵
便
（
受
け
取

り
に
は
印
鑑
な
ど
が
必
要
）で
送
り
ま
す
。

　

８
月
１
日
か
ら
は
新
し
い
黄
色
の
保
険

証
を
使
っ
て
く
だ
さ
い
。

対
象
者
は
自
己
負
担
額
が
軽
減
さ
れ
ま
す

　

医
療
機
関
の
窓
口
で
支
払
う
医
療
費
や

入
院
時
の
食
事
代
が
減
額
さ
れ
る
「
限
度

額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」
を

交
付
し
て
い
ま
す
。

◦
対
象

　

世
帯
全
員
が
住
民
税
非
課
税
（
負
担
区

分
が
低
所
得
Ⅱ
ま
た
は
Ⅰ
）
の
人

◦
申
請

　

認
定
証
を
持
っ
て
い
な
い
人
で
交
付
対

象
に
な
る
人
は
、
高
齢
者
支
援
課
・
合
志
庁

舎
市
民
課・各
支
所
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
に
は
保
険
証
と
印
鑑
が
必
要
で
す
。

◦
更
新

　

現
在
水
色
の
認
定
証
を
持
っ
て
い
る
人

で
、
８
月
１
日
以
降
も
対
象
に
な
る
人
に

は
、
新
し
い
黄
色
の
認
定
証
を
、
保
険
証

と
同
封
し
て
送
り
ま
す
。
更
新
手
続
き
は

不
要
で
す
。

75
歳
未
満
の
人
も
加
入
で
き
ま
す

　

65
歳
か
ら
74
歳
で
一
定
の
障
が
い
の
状

態
に
あ
る
人
は
、
任
意
の
申
請
に
よ
り
広

域
連
合
の
障
が
い
認
定
を
受
け
る
こ
と

で
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
で
き

ま
す
。詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

７
月
中
旬
に
保
険
料
額
決
定
通
知
書
を

送
付
し
ま
す
。
本
年
度
の
保
険
料
の
納
め

方
と
金
額
を
必
ず
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

保
険
料
の
増
減
な
ど
に
よ
り
、
納
め
方

が
変
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

保
険
料
の
納
め
方

◦
特
別
徴
収

　

年
金
か
ら
の
天
引
き
に
よ
る
納
付

　
（
年
６
回
の
年
金
支
給
月
）

※�

事
前
の
申
し
出
に
よ
り
、
口
座
振
替
に
変

更
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◦
普
通
徴
収

　

納
付
書
払
い
や
口
座
振
替
に
よ
る
納
付

　
（
７
月
か
ら
翌
年
２
月
ま
で
毎
月
）

※�

口
座
振
替
に
す
る
に
は
事
前
の
申
し
込
み

が
必
要
で
す
。

保
険
料
の
算
定
方
法

　

平
成
27
年
度
の
保
険
料
率
は
次
の
と
お

り
で
す
。
前
年
度
か
ら
据
え
置
か
れ
て
い

ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
へ

新
し
い
保
険
証
な
ど
を
送
付
し
ま
す

保
険
料
の
軽
減
対
象
が
拡
大
さ
れ
ま
し
た

　

本
年
度
か
ら
保
険
料
の
均
等
割
額
の
軽

減
基
準
が
見
直
さ
れ
、
軽
減
対
象
者
が
増

え
ま
す
。　
　

部
分
が
変
更
箇
所
で
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
先

　

高
齢
者
支
援
課　

高
齢
者
保
険
班

　
（
西
合
志
庁
舎
）

　

☎（
２
４
２
）１
１
０
９

平
成
27
年
度
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
額
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

軽減割合 世帯（被保険者と世帯主）の総所得金額等

9割軽減
【基礎控除額33万円】を超えない世帯で、年金収入の控
除額をそれぞれ80万円として計算したうえで、所得が
0円となる場合

8.5 割軽減 【基礎控除額33万円】を超えない世帯

5割軽減 【基礎控除額33万円＋ 26万円×世帯の被保険者数】を
超えない世帯

2割軽減 【基礎控除額33万円＋ 47万円×世帯の被保険者数】を
超えない世帯

保険料額（年額）

均等割額 47,900円

所得割額�
（総所得金額等－33万円）

×9.26％

＝

＋

見本



E N V I R O N M E N T

環 境 通 信環 通
問い合わせ先　 環境衛生課（合志庁舎） ☎248-1202

家庭から出る燃やすごみの量

　平成25年度4月～３月は463ｇ

5ｇ増

平成23年度
（４月～３月）
459ｇ

平成26年度
（４月～３月）
464ｇ

（一人１日当たり）

※ごみ排出量は、東部清掃工場に収集車で搬入される
ごみと直接搬入されるごみの量です。可燃性粗大ご
みは含みません。

　
市
で
は
、
公
害
発
生
の
未
然
防

止
と
生
活
環
境
の
保
全
監
視
を
目

的
に
、
各
種
環
境
測
定
検
査
を
毎

年
行
な
っ
て
い
ま
す
。
平
成
26
年

度
の
検
査
は
次
の
３
種
類
に
つ
い

て
行
な
い
、
い
ず
れ
も
異
常
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

①
工
場
関
係

・
検
査
項
目

六
価
ク
ロ
ム

・
検
査
箇
所

合
志
技
研
工
業
㈱
メ
ッ
キ
工

場
周
辺
の
土
壌
・
大
気
・
牛
乳
・

主
要
河
川
水
、
市
営
水
道
水

源
地

②
川
関
係

・
検
査
項
目

ｐ
Ｈ
、Ｂ
Ｏ
Ｄ
、
窒
素
、
リ
ン
、

溶
存
酸
素
量
な
ど

・
検
査
箇
所

塩
浸
川
・
上
庄
川
・
堀
川
・
上

生
川

③
地
下
水
関
係

・
検
査
項
目

フ
ッ
素
、
テ
ト
ラ
ク
ロ
ロ
エ
チ

レ
ン
、
ジ
ク
ロ
ロ
メ
タ
ン
、
ベ

ン
ゼ
ン
、
硝
酸
態
窒
素
、
各
種

農
薬
な
ど

・
検
査
箇
所

元
気
の
森
公
園
、
蛇
ノ
尾
公
園

　
市
で
は
、
雨
水
の
有
効
利
用
に

よ
る
地
下
水
の
保
全
の
た
め
、
雨

水
タ
ン
ク
を
設
置
す
る
人
に
補
助

金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　
雨
水
タ
ン
ク
と
は
、
雨
水
を
た

め
て
お
き
、
庭
木
の
水
や
り
や
洗

車
な
ど
に
利
用
す
る
も
の
で
す
。

本
市
の
水
道
水
は
１
０
０
％
地
下

水
で
ま
か
な
っ
て
い
る
た
め
、
地

下
水
保
全
に
な
る
と
共
に
、
家
庭

で
は
節
約
に
な
り
ま
す
。
こ
の
機

会
に
ぜ
ひ
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

●
助
成
内
容

・
容
積
２
０
０
ℓ
以
上
の
場
合

工
事
費
を
含
む
本
体
価
格
の
２

分
の
１
ま
で
（
上
限
３
５
、
０

０
０
円
）

・
容
積
２
０
０
ℓ
未
満
の
場
合

工
事
費
を
含
む
本
体
価
格
の
２

分
の
１
ま
で
（
上
限
２
４
、
０

０
０
円
）

※

補
助
金
額
の
１
、
０
０
０
円
未

満
は
切
り
捨
て
ま
す
。

●
助
成
の
対
象

・
雨
水
タ
ン
ク
（
雨
水
貯
留
槽
）

な
ど
の
名
称
で
一
般
に
販
売
さ

れ
る
専
用
製
品

・
有
効
貯
水
量
が
50
ℓ
以
上

・
１
世
帯
、
１
事
業
所
に
つ
き
１

基
ま
で

使
用
済
み
廃
食
用
油
は

拠
点
回
収
所
に
出
し
ま
し
ょ
う

　
使
用
済
み
廃
食
用
油
（
天
ぷ

ら
油
）
を
新
聞
紙
に
し
み
込
ま

せ
た
り
凝
固
材
な
ど
で
固
め
た

り
し
て
燃
や
す
ご
み
に
出
し
て

い
ま
せ
ん
か
。

　
廃
食
用
油
は
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や

元
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
に
冷
ま

し
て
か
ら
移
し
替
え
拠
点
回
収
所

に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
廃
食
用
油
は
下
水
道
や
浄
化
槽

に
流
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

●
拠
点
回
収
所

・
西
合
志
庁
舎

・
須
屋
浄
化
セ
ン
タ
ー

・
野
々
島
公
民
館

・
ふ
れ
あ
い
館

・
塩
浸
川
浄
化
セ
ン
タ
ー

・
泉
ヶ
丘
市
民
セ
ン
タ
ー

・ 

ヴ
ィ
ー
ブ
ル

・
み
ど
り
館

地
域
の
再
生
資
源
集
団
回
収

に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
集
団
回
収
は
資
源
を
有
効
に
活

用
し
、
ご
み
減
量
に
つ
な
が
り
ま

す
。
紙
類（
新
聞・雑
誌・ダ
ン
ボ
ー

ル
）、
一
升
瓶･

ビ
ー
ル
瓶
、
ア
ル

ミ
缶
、
ス
チ
ー
ル
缶
は
、
な
る
べ

く
地
域
で
活
動
す
る
子
ど
も
会
、

老
人
会
な
ど
の
集
団
回
収
に
出
し

ま
し
ょ
う
。

　
な
お
、
７
月
は
再
生
資
源
集
団

回
収
助
成
金
の
受
付
期
間
で
す
。

必
ず
７
月
中
に
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

●
再
生
資
源
集
団
回
収
助
成
金

受
付
窓
口

　
環
境
衛
生
課
、
西
合
志
庁
舎
総

合
窓
口
課
、
各
支
所

燃
や
す
ご
み
の
量
を

減
ら
し
ま
し
ょ
う

河
川
な
ど
の

環
境
測
定
結
果
を
公
表
し
ま
す

雨
水
タ
ン
ク
設
置
費
を

補
助
し
ま
す
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小さな体で大きな成果
熊本県小学生学年別柔道大会で優勝

社会人としての基礎知識などを学ぶ
市内中小企業等新入社員合同研修会

小さな体で優勝をつかんだ緒方さん

　４月５日、山鹿市総合体育館で第６回熊本県小学生
学年別柔道大会が開催され、真心館少年柔道クラブの
緒方舞さん（西合志東小５年・黒石）が、５年生女子
40Kg 級で優勝しました。
　緒方さんは今回の優勝により、６月に長崎県で行な
われる九州大会と、８月に山梨県で行なわれる全国大
会に出場が決まっており、２大会でも日ごろの成果が
発揮できるよう練習に取り組んでいます。

　４月 10 日、ヴィーブルで、市と商工会の共催によ
る第４回合志市内中小企業等新入社員合同研修会を開
催しました。
　研修には市内中小企業の新入社員や市役所の新規採
用職員 27 人が参加し、地域経済の現状やビジネスマ
ナーの基礎を学びました。受講者は「研修で学んだこ
とを社会人生活に生かしていきたい」と、新社会人と
しての意気込みを新たにしました。

琉球國祭り太鼓の
迫力ある獅子舞

ステージと客席が歌でひとつになりました

会場みんなで大合唱
ドレミの広場

　４月 29 日、ヴィーブルで市文化芸術自主事業ドレ
ミの広場を開催し、約 500 人が来場しました。
　これは、歌を通してステージと客席がみんなでつく
る出会いと交流の広場です。ヴィーブルくんを含む
オープニングコーラス隊や恒例の歌声喫茶のあと、ゲ
ストの琉球國祭り太鼓が力強いステージを披露。最後
は赤星誠司先生の指揮のもと、会場全体が一体となっ
て「ふるさと」の大合唱でフィナーレを迎えました。

本の世界を楽しむ子どもたち
春のワクワクおはなしデー

鬼ヶ島で鬼退治をする子どもたち

　５月 10 日、ヴィーブルで、子ども読書の日関連事
業として春のワクワクおはなしデーを開催しました。
　当日は、延べ 800 人が来場。子どもたちは、音楽や
踊りを交えたおはなし会や、紙を使った工作体験など
で本の世界を体験しました。わくわく桃太郎のコー
ナーでは、参加者が犬・猿・キジを仲間にして鬼退治
に行くまでのプログラムを、クイズやゲームをしなが
ら楽しみました。

新社会人としての心得を学びました



モデルコンテストで世界へ
野々島出身のモデル・谷 達麿さん

思いやりの心を育んでほしい
西合志中央小で人権の花運動伝達式

谷さん（左）と市長（右）

　５月 11 日、モデルの谷達麿さん（東区出身）が市
長を表敬訪問しました。谷さんは昨年の夏から東京の
ファッションショーや雑誌などで活躍しています。
　４月に行なわれた 2015 アジアニュースターモデル
コンテストでは日本第３位に輝き、香港で行なわれた
アジア 15 カ国の代表が出場する本大会では日本人唯
一のスポンサー賞を受賞。市長との対談では、「パリコ
レ出演を目標に頑張ります」と意気込みを語りました。

　５月 11 日、西合志中央小学校で人権の花運動伝達
式がありました。これは、植物の栽培を通して子ども
たちに思いやりの心や命の大切さを育んでもらおう
と、阿蘇大津人権啓発活動地域ネットワーク協議会が
小学生を対象に毎年実施しているものです。
　本年度は同校の全児童 544 人がひまわりなどの花の
種を育てます。子どもたちは、「大切に育てます」と
花の種やプランターなどを元気に受け取りました。

交通安全について楽しく学ぶ
大津地区交通安全推進大会

1. 落語で笑いに満たされる会場　2. 交通安全落語
を披露した落語家・五明樓玉の輔さん　3. 街頭パ
トロールに出発　4. 白バイを笑顔で見送る園児た
ち　5. 交通指導員と啓発グッズを配り、安全運転
を呼びかける園児

　５月８日、ヴィーブルで大津地区交通安全推進大会
を開催し、大津署管内から約 550 人が参加しました。
　交通安全功労者の表彰や交通安全宣言、自分の反射
神経を確認できる交通安全教室などが行なわれまし
た。今回は、ＪＡの地域貢献事業として落語家・五明
樓玉の輔さんが交通安全落語を披露。軽妙な落語で会
場は笑いに包まれました。
　また、ヴィーブル正面で白バイとパトカーによる街
頭パトロール出発式が行なわれると、会場を訪れた多
くの人が笑顔で出発を見送りました。
　大会終了後は、交通安全宣言を行なった合志中部保
育園の園児 28 人が交通安全タッチ運動を実施。大津
署員や交通指導員らと共に、市役所前の県道を通過す
る車１台１台に安全運転を呼びかけ、啓発グッズを配
布。子どもたちが声をかけると、ドライバーも笑顔で
それに応えていました。

育てた花は種を収穫して人権メッセージと共に紙風船で飛ばします

１

3

4

5

2



わくわくドキドキ
夜の図書館探検隊

より良い講座を目指して
ことぶき教養大学発足

読書に夢中

　５月 16・17 日、西合志図書館で、抽選で選ばれた
小学６年生 25 人が、春の夜の図書館読書探検隊事業
に参加しました。これは、閉館後の図書館で天体観察
や夜のおはなし会を楽しむ年に１度だけの行事です。
　探検隊の子どもたちは、夜は図書館内に布団を敷き、
本に囲まれて宿泊。普段とは違った雰囲気の中、館内
を探検して読みたい本を何冊も手に取り、消灯までの
間、心ゆくまで読書を楽しみました。

　５月 26 日、ヴィーブルで、高齢者の社会参画を促
すことぶき大学と高齢者教養講座の合併調印式が行な
われ、ことぶき教養大学が発足しました。
　２つの講座の合併については、市政 10 周年に先立
ち検討を重ね、この日を迎えました。調印式では、各
講座の代表として有働勝也さん（東大池）と渡邉安二
さん（中林）、立会人として荒木市長が登壇し、協定
書にサインしました。

住民の安心・安全を守る
市消防団春季訓練

1. 気合いいっぱいの掛け
声で放水訓練がスタート
2.3. 重いホースを懸命に
運ぶ選手たち　4. 火点に
向けて放水

　５月 17 日、中央運動公園グラウンドで市消防団春
季訓練を行ない、団長をはじめ全 15 分団から 383 人
の消防団員が参加しました。この訓練は、火災など有
事の際に備え、団員の規律ある行動と、安全で的確・
迅速な消防活動など、技術の向上を目指して行なって
います。
　前半は、消防署員の指導のもと、消防団員としての
基本動作を身に着ける規律訓練を実施。姿勢や服装の
点検、分列行進の訓練などを行ないました。
　後半は、小型動力ポンプを使った放水訓練を実施。
各分団から代表選手が 4 人ずつ出場し、息を合わせて
訓練に臨みました。指揮者の大きな掛け声で操作を開
始。選手たちは無駄のない機敏な動きでポンプを操作
すると、ホースを広げ、火点に見立てた標柱に放水す
るまでのタイムを競い合いました。

左から渡邉さん、市長、有働さん

１ 2

3

4



早
め
の
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
須
屋
支
所
・
泉
ヶ
丘
支
所
で
は

受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
。

▼
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
課
（
合
志
庁
舎
）

　

☎（
２
４
８
）１
１
１
３

　

西
合
志
庁
舎
総
合
窓
口
課

　
（
西
合
志
庁
舎
）

　

☎（
２
４
２
）１
１
１
３

　

永
住
者
で
、
現
在
も
外
国
人
登

録
証
明
書
を
お
持
ち
の
場
合
、「
次

回
確
認
（
切
替
）
期
間
」
の
記
載

に
か
か
わ
ら
ず
、
次
の
と
お
り
在

留
カ
ー
ド
に
切
り
替
え
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

平
成
₂₄
年
７
月
９
日
時
点
で

₁₆
歳
以
上
だ
っ
た
人

▼
切
替
期
限 

７
月
８
日（
水
）ま
で

平
成
₂₄
年
７
月
９
日
時
点
で

₁₆
歳
未
満
だ
っ
た
人

16
歳
の
誕
生
日
が

① 

平
成
27
年
７
月
８
日
（
水
）
ま

で
に
到
来
す
る
人

② 

平
成
27
年
７
月
９
日
（
木
）
以

降
に
到
来
す
る
人

▼
切
替
期
限

①
16
歳
の
誕
生
日
ま
で

②
７
月
８
日
（
水
）
ま
で

※ 

７
月
８
日
（
水
）
直
前
は
窓
口

の
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
切

替
申
請
は
今
か
ら
で
も
行
な
う

こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
早
め

の
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

※ 

申
請
先
は
市
役
所
で
は
な
く
、

地
方
入
国
管
理
局
の
出
張
所
で

す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

福
岡
入
国
管
理
局
熊
本
出
張
所

　

☎（
３
６
２
）１
７
２
１

　

歯
周
病
や
虫
歯
な
ど
、
歯
周
疾

患
の
予
防
に
は
専
門
家
に
よ
る
定

期
的
な
チ
ェ
ッ
ク
が
必
要
で
す
。

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
受
診
し
ま
し
ょ

う
。

▼
対
象　

　

平
成
27
年
４
月
１
日
時
点
で

35
・
40
・
50
・
60
・
65
歳
の
人

※ 

対
象
者
に
は
事
前
に
通
知
し
て

い
ま
す
。

▼
と
き

　

平
成
28
年
３
月
31
日（
木
）ま
で

▼
と
こ
ろ　

市
内
委
託
歯
科
医
院

▼
内
容

　

 

歯
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
、
歯
肉
検

査
、
結
果
説
明

▼
料
金　

無
料

▼
持
っ
て
く
る
物

・
事
前
通
知
し
た
は
が
き

・
健
康
保
険
証

※ 

は
が
き
を
紛
失
し
た
人
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
づ
く
り
推
進
課　

　

健
康
推
進
班
（
西
合
志
庁
舎
）

　

☎（
２
４
２
）１
１
８
３

　

認
知
症
の
症
状
か
ら
起
こ
る
さ

ま
ざ
ま
な
行
動
に
困
惑
し
た
り
、

対
応
に
悩
ん
で
い
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。
一
人
で
悩
ま
ず
、
同

じ
介
護
を
し
て
い
る
仲
間
と
語
り

合
い
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き

　

７
月
22
日
（
水
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

▼
と
こ
ろ

　

ヴ
ィ
ー
ブ
ル
福
祉
会
館

▼
対
象　

認
知
症
の
人
を
介
護
し

て
い
る
人
、
家
族
が
認
知
症
と
診

断
さ
れ
た
人

▼
内
容　

意
見
交
換

　

特
別
永
住
者
で
、
現
在
も
外
国

人
登
録
証
明
書
を
お
持
ち
の
場

合
、
一
定
期
間
は
特
別
永
住
者
証

明
書
と
み
な
さ
れ
ま
す
が
、
そ
の

期
間
が
満
了
す
る
日
ま
で
に
切
り

替
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
期
間

満
了
日
は
次
の
と
お
り
で
す
。

平
成
₂₄
年
７
月
９
日
時
点
で

₁₆
歳
以
上
だ
っ
た
人

　

お
持
ち
の
外
国
人
登
録
証
明
書

の
次
回
確
認
（
切
替
）
申
請
期
間

の
始
期
と
さ
れ
る
誕
生
日
が

① 

平
成
27
年
７
月
８
日（
水
）ま
で

に
到
来
す
る
人

② 

平
成
27
年
７
月
９
日（
木
）以
降

に
到
来
す
る
人

▼
満
了
日　

①
７
月
８
日
（
水
）
ま
で

②
そ
の
誕
生
日
ま
で

平
成
₂₄
年
７
月
９
日
時
点
で

₁₆
歳
未
満
だ
っ
た
人

▼
満
了
日　

16
歳
の
誕
生
日
ま
で

※
７
月
８
日
（
水
）
直
前
は
窓
口

の
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、

▼
参
加
費　

無
料

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

市
社
会
福
祉
協
議
会

　

地
域
福
祉
係
（
ふ
れ
あ
い
館
）

　

☎（
２
４
２
）７
０
０
０

　

熊
本
日
日
新
聞
社
が
、
結
婚
50

年
を
迎
え
た
夫
婦
を
金
婚
表
彰
し

ま
す
。
表
彰
を
受
け
る
に
は
、
７

月
17
日
（
金
）
ま
で
に
届
け
出
が

必
要
で
す
。
各
区
長
を
通
じ
て
調

査
票
を
回
覧
し
ま
す
の
で
、
当
て

は
ま
る
人
は
記
入
し
て
く
だ
さ

い
。
回
覧
が
届
か
な
い
場
合
は
、

同
日
ま
で
に
高
齢
者
支
援
課
へ
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

※
表
彰
を
受
け
る
夫
婦
は
、
熊
日

新
聞
の
紙
面
に
名
前
が
掲
載
さ

れ
ま
す
。

▼
対
象　

昭
和
40
年
１
月
１
日
〜

12
月
31
日
に
結
婚
し
た
夫
婦

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

高
齢
者
支
援
課　

　

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
班

　
（
西
合
志
庁
舎
）　

　

☎（
２
４
２
）１
１
２
４

特
別
永
住
者
証
明
書
へ
の

切
替
は
お
済
み
で
す
か

お
知
ら
せ

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

IN
F
O
R
M

A
T
IO

N

歯
周
疾
患
検
診
の
ご
案
内

第
57
回
熊
日
金
婚
夫
婦
表
彰

永
住
者
の
在
留
カ
ー
ド
の

切
替
は
お
済
み
で
す
か

認
知
症
家
族
の
つ
ど
い



インフォメーション I N FORMAT I ON

　

強
風
で
高
速
道
路
上
に
竹
な
ど

が
倒
れ
込
み
、
高
速
道
路
を
走
行

す
る
自
動
車
に
衝
突
す
る
と
い
っ

た
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

高
速
道
路
沿
線
に
竹
な
ど
を
所

有
し
、
高
速
道
路
へ
の
危
険
が
予

知
で
き
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、
伐
採

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
高
速
道
路
上
へ
竹
な
ど

が
倒
れ
込
む
可
能
性
が
あ
っ
た
場

合
、
や
む
な
く
高
速
道
路
を
管
理

す
る
西
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社

が
伐
採
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

西
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社

　

熊
本
高
速
道
路
事
務
所

　

☎
０
９
６
５（
３
９
）０
７
１
１

　

起
業
を
考
え
て
い
る
人
や
、
開

業
し
て
間
も
な
い
事
業
所
を
対
象

に
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き
・
内
容
（
全
５
回
）

①
７
月
23
日
（
木
）

　

創
業
の
心
構
え
・
届
出
な
ど

②
７
月
24
日
（
金
）

③
７
月
28
日
（
火
）

④
７
月
29
日
（
水
）

　

経
営
計
画
書
の
書
き
方

　
（
３
日
間
）

⑤
７
月
31
日
（
金
）

　

資
金
調
達
と
助
成
金

※
い
ず
れ
も
午
後
７
時
〜
９
時

▼
と
こ
ろ　

　

ヴ
ィ
ー
ブ
ル
２
階
研
修
室

▼
参
加
費　

３
、０
０
０
円

▼
申
込
期
限　

７
月
８
日
（
水
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

市
商
工
会
本
所

　

☎（
２
４
２
）０
７
３
３

　

県
で
は
、
小
規
模
事
業
者
（
製

造
業
）
の
人
材
育
成
を
支
援
す
る

た
め
、専
門
的
知
識
を
持
っ
た
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
し
、
人
材

育
成
の
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
無
料

で
お
応
え
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
高
い
技
術
を
持
つ
講
師

を
企
業
に
派
遣
し
て
、
技
術
指
導

を
行
な
う
人
材
育
成
も
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
県
が
委
託
す
る
左

記
団
体
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

公
益
財
団
法
人

　

く
ま
も
と
産
業
支
援
財
団

　

☎（
２
８
９
）２
４
３
８

▼
と
き　

10
月
11
日
（
日
）

▼
と
こ
ろ

　

熊
本
大
学
、
崇
城
大
学

▼
受
験
資
格　

　

原
則
と
し
て
、
保
健
・
医
療
・

福
祉
分
野
で
通
算
５
年
（
一
部
10

年
）
以
上
の
実
務
経
験
を
有
す
る

人
。
詳
し
く
は
試
験
案
内
に
記
載

▼
試
験
案
内
配
布
・
受
験
申
込
受
付

　

６
月
８
日
（
月
）
〜

　

７
月
10
日
（
金
）

▼
受
験
案
内
配
布
場
所

　

県
・
市
社
会
福
祉
協
議
会
、
県
庁

▼
受
験
手
数
料　

８
、５
０
０
円

▼
申
込
方
法　

　

受
講
申
込
書
を
簡
易
書
留
で
県

社
会
福
祉
協
議
会
宛
に
郵
送

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

県
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎（
３
２
２
）８
０
７
７

創
業
セ
ミ
ナ
ー
開
催

も
の
づ
く
り
人
材
の
育
成
に

関
す
る
支
援
を
行
な
い
ま
す

平
成
₂₇
年
度
熊
本
県
介
護
支
援

専
門
員
実
務
研
修
受
講
試
験

竹
迫
観
音
祭

　

約
８
０
０
年
前
に
始
ま
っ
た
と

さ
れ
る
祭
り
で
、
県
内
で
一
番
早

い
夏
祭
り
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ド
ラ
ン
ジ
ャ
ー
と
呼
ば
れ
る
木

製
の
台
車
に
大
太
鼓
を
乗
せ
、
横

笛
の
音
に
合
わ
せ
な
が
ら
竹
迫
観

音
堂
ま
で
練
り
歩
き
、
農
業
や
産

業
の
振
興
、
交
通
安
全
を
祈
願
し

ま
す
。

▼
と
き　

７
月
11
日
（
土
）

　

午
後
７
時
〜
10
時

▼
と
こ
ろ

　

竹
迫
（
上
町
・
横
町
・
下
町
）

※ 

駐
車
場
は
Ｊ
Ａ
合
志
中
央
支

所
、
農
業
総
合
セ
ン
タ
ー
、
市

商
工
会
支
所
を
使
用
で
き
ま
す
。

※ 

ト
イ
レ
は
上
町
・
横
町
・
下
町

公
民
館
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
、
わ
ん
ぱ
く
広
場
に
あ
り

ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

商
工
振
興
課
（
合
志
庁
舎
）

　

☎（
２
４
８
）１
１
１
５

▼
業
務
内
容

　

小
・
中
学
生
な
ど
の
夏
休
み
自
主

学
習
室
の
管
理
、
図
書
館
整
理
な
ど

▼
募
集
人
数　

１
人

▼
勤
務
先　

西
合
志
図
書
館

▼
任
用
期
間　

７
月
18
日（
土
）〜

　

８
月
23
日
（
日
）

▼
勤
務
日　

図
書
館
開
館
日

　
（
火
〜
日
曜
日
）

▼
勤
務
時
間

・
火
〜
土
曜
日

　

午
前
９
時
30
分
〜

　

午
後
６
時
15
分

・
日
曜
・
祝
日

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
45
分

▼
賃
金　

日
額
５
、５
０
０
円

▼
申
込
方
法

　

申
込
書
と
写
真
付
き
履
歴
書
を
西

合
志
図
書
館
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

応
募
者
多
数
の
場
合
は
書
類
審

査
と
面
接
を
行
な
い
ま
す
。

▼
申
込
期
限　

６
月
27
日
（
土
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課　

西
合
志
図
書
館

　

☎（
２
４
２
）５
５
５
５

図
書
館
臨
時
職
員
募
集

募
　
集

高
速
道
路
沿
い
に
土
地
を

所
有
す
る
皆
さ
ん
へ



今月の休館日
6月11日（木）

期間限定ＯＰＥＮ！
バーベキューコーナー
５月から８月まで屋外バーベキューコーナーを営業してい
ます。ご家族、ご友人と一緒にお楽しみください。

 回数券の日
6月4日（木）、18日（木）
　21日（日）、25日（木）

ユーパレス弁天
●と　き　午後5時～9時（2時間制）

6月は土日祝のみ
7～8月は毎日営業

●料　金　大人3,000円
小人（小・中学生）1,500円

※要予約、4名様から

Facebook

営業時間　温   泉………午前10時～午後11時 
プール………午前10時～午後  9時 
トレーニングジム…午前10時～午後  9時
（日曜日は午後7時まで）
レストラン…午前11時～午後9時
（平日は午後2時半～5時準備）
物産館………午前9時～午後7時 

野々島 2441－1
☎ 348－2626 
ホームページ
http://www.u-benten.jp/

飲み放題
プランあり

温泉
入浴券付き

　

乳
幼
児
か
ら
高
校
生
の
子
ど
も
を

持
つ
親
を
対
象
に
実
施
し
ま
す
。
今

回
は
「
子
供
の
声
な
き
シ
グ
ナ
ル
に

気
づ
い
て
い
ま
す
か
」を
テ
ー
マ
に
、

生
活
倫
理
相
談
士
に
よ
る
解
説
や
子

育
て
悩
み
相
談
を
行
な
い
ま
す
。
こ

の
機
会
に
、
子
ど
も
の
本
質
・
親
の

あ
り
方
を
学
び
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き　

6
月
20
日
（
土
）

　

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

▼
と
こ
ろ　

須
屋
公
民
館

　
（
須
屋
１
０
８
５
番
地
１
）

▼
参
加
費　

無
料
（
申
込
不
要
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

家
庭
倫
理
の
会
熊
本
東

　

合
志
支
部　

福
田

　

☎
０
９
０（
１
９
７
９
）３
９
２
８

　

市
内
の
事
業
者
が
協
力
し
、
地

域
の
皆
さ
ん
の
住
ま
い
に
関
す
る

困
り
ご
と
や
、
さ
ま
ざ
ま
な
ご
相

談
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

会
員
は
随
時
募
集
中
で
す
。
詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　

　

す
ま
い
ア
レ
コ
レ
こ
う
し
た
い

　

事
務
局
（
市
商
工
会
本
所
）

　

☎（
２
４
２
）０
７
３
３

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

県
男
女
参
画
・
協
働
推
進
課

　

☎（
３
３
３
）２
２
８
７

　

Ｈ
Ｆ
Ｃ
（
ハ
ー
ト
フ
ル
フ
ィ
ッ

シ
ン
グ
ク
ラ
ブ
）
が
、
地
域
交
流

の
一
環
と
し
て
母
子
・
父
子
（
ひ

と
り
親
）
世
帯
を
対
象
に
フ
ィ
ッ

シ
ン
グ
大
会
を
実
施
し
ま
す
。

▼
と
き　

７
月
５
日
（
日
）

　

午
前
７
時
45
分
〜
午
後
５
時

▼
と
こ
ろ　

上
天
草
市

▼
集
合　

午
前
７
時
45
分

　

市
役
所
合
志
庁
舎
玄
関
前

　

午
前
８
時

　
Ｊ
Ａ
菊
池
西
合
志
中
央
支
所

▼
対
象

　

母
子
・
父
子
（
ひ
と
り
親
）
世

帯
の
小
学
生
、
先
着
25
人
程
度

※ 

原
則
、
保
護
者
同
伴
。
定
員
に

な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

▼
参
加
費　

１
人　

５
０
０
円

　
（
１
日
保
険
料
・
弁
当
代
込
み
）

▼
持
っ
て
く
る
物

　

飲
み
物
・
帽
子
・
タ
オ
ル
な
ど

（
弁
当
・
釣
竿
・
え
さ
・
ク
ー
ラ
ー

ボ
ッ
ク
ス
な
ど
は
事
務
局
で
用

意
し
ま
す
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

子
育
て
支
援
課（
西
合
志
庁
舎
）

　

☎（
２
４
２
）１
１
５
９

　

誰
も
が
能
力
を
発
揮
し
、
幸
せ

を
実
感
で
き
る
社
会
づ
く
り
に
向

け
、
あ
な
た
も
地
域
で
活
躍
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

　

研
修
後
は
「
男
女
共
同
参
画
社
会

づ
く
り
地
域
リ
ー
ダ
ー
」
に
認
定
さ

れ
、
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
の

推
進
役
と
し
て
、
県
と
連
携
を
と
り

な
が
ら
地
域
や
職
場
で
活
躍
し
て
も

ら
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

▼
対
象　

県
内
在
住
の
20
歳
以
上

65
歳
未
満
で
、
全
て
の
研
修
課
程

に
意
欲
を
持
っ
て
参
加
で
き
る
人

▼
内
容

・
事
前
研
修　

９
月

　

基
礎
的
な
知
識
を
学
び
ま
す
。

・
県
外
研
修
（
東
京
方
面
）

　

10
月
23
日
（
金
）
〜
25
日
（
日
）

・
事
後
研
修　

平
成
28
年
１
月
頃

　

自
主
研
修
の
報
告
、
講
話

・
研
修
報
告
書
の
作
成

　

12
月
〜
平
成
28
年
３
月

▼
募
集
人
数　

県
内
で
20
人

▼
参
加
費

　

参
加
費
用
の
う
ち
、
旅
費
相
当

額
の
３
分
の
１
を
県
が
負
担
し
ま

す
。
ま
た
、
本
市
民
が
選
考
さ
れ

た
場
合
は
、
市
が
残
り
の
研
修
費

用
の
一
部
を
補
助
す
る
予
定
で
す
。

▼
応
募
方
法

　

参
加
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

　

高
齢
で
日
常
生
活
の
手
伝
い
が

必
要
な
人
の
生
活
支
援
を
行
な
う

サ
ポ
ー
タ
ー
を
養
成
し
ま
す
。

▼
と
き　

　

開　

講　

６
月
26
日
（
金
）

　

２
回
目　

７
月
３
日
（
金
）

　

３
回
目　

７
月
10
日
（
金
）

　

４
回
目　

７
・
８
月
中
に
実
習

　

閉　

講　

８
月
28
日
（
金
）

　
（
全
５
回
、
計
15
時
間
程
度
）

▼
と
こ
ろ　

ふ
れ
あ
い
館

▼
対
象

　

全
講
座
の
受
講
が
可
能
な
市
民

▼
定
員　

先
着
30
人

※
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
参
加
費　

無
料

▼
申
込
期
限　

６
月
24
日
（
水
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

市
社
会
福
祉
協
議
会

　

地
域
福
祉
課
（
ふ
れ
あ
い
館
）

　

☎（
２
４
２
）７
０
０
０

　

 FAX（
２
４
２
）６
６
３
５

入
し
、
市
総
務
課
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

※ 

参
加
申
込
書
は
、
く
ま
も
と
県
民

交
流
館
の
ほ
か
、
市
役
所
、
各
地

域
振
興
局
、
県
庁
新
館
４
階
男
女

参
画・協
働
推
進
課
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
く
ま
も
と
県
民
交
流
館
パ

レ
ア
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

　

 http://w
w

w
.danjo.pref.

kum
am

oto.jp/

▼
応
募
期
限　

６
月
30
日
（
火
）

▼
発
表　

選
考
後
、
７
月
中
に
通
知

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

 

総
務
課　

総
務･

男
女
共
同
参

画
班
（
合
志
庁
舎
）

　

☎（
２
４
８
）１
１
１
２

　

県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

　

☎（
３
５
５
）１
１
８
７

　

男
女
が
共
に
働
き
や
す
い
職
場
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
事
業
者
を

表
彰
し
ま
す
。
表
彰
さ
れ
た
事
業
者

の
取
り
組
み
は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
ど
で
広
く
紹
介
さ
れ
ま
す
。

▼
対
象
者

　

女
性
の
登
用
、
仕
事
と
家
庭
の

両
立
支
援
、
パ
ワ
ハ
ラ
・
セ
ク
ハ

ラ
防
止
な
ど
に
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
る
事
業
者（
自
薦・他
薦
可
）

▼
申
込
期
限　

７
月
15
日
（
水
）

男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り

地
域
リ
ー
ダ
ー
研
修
生
募
集

男
女
共
同
参
画
を
推
進

す
る
事
業
者
を
募
集

第
₁₀
回
Ｈ
Ｆ
Ｃ
ワ
ン
デ
ー

パ
ー
ト
ナ
ー
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
大
海

子
育
て
教
室　

受
講
者
募
集

す
ま
い
ア
レ
コ
レ
こ
う
し
た
い

会
員
募
集
中

生
活
・
介
護
支
援
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座　

参
加
者
募
集



インフォメーション I N FORMAT I ON

今月の休館日
6月11日（木）

期間限定ＯＰＥＮ！
バーベキューコーナー
５月から８月まで屋外バーベキューコーナーを営業してい
ます。ご家族、ご友人と一緒にお楽しみください。

 回数券の日
6月4日（木）、18日（木）
　21日（日）、25日（木）

ユーパレスユーパレス弁天
●と　き　午後5時～9時（2時間制）

6月は土日祝のみ
7～8月は毎日営業

●料　金　大人3,000円
小人（小・中学生）1,500円

※要予約、4名様から

Facebook

営業時間　温   泉………午前10時～午後11時 
プール………午前10時～午後  9時 
トレーニングジム…午前10時～午後  9時
（日曜日は午後7時まで）
レストラン…午前11時～午後9時
（平日は午後2時半～5時準備）
物産館………午前9時～午後7時 

今月の休館日
6月11日（木）

 回数券の日
6月4日（木）、18日（木）
　21日（日）、25日（木）

Facebook

野々島 2441－1
☎ 348－2626 
ホームページ
http://www.u-benten.jp/

飲み放題
プランあり

温泉
入浴券付き

　

市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
市

の
委
託
を
受
け
て
夏
休
み
学
童
保

育
を
行
な
い
ま
す
。

▼
保
育
期
間　

7
月
21
日（
火
）〜

　

８
月
24
日
（
月
）

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
30
分

※
土
日
祝
祭
日
を
除
く
。

※
延
長
保
育
あ
り
。
要
相
談

　
（
延
長
保
育
料
は
別
途
徴
収
）

▼
と
こ
ろ
・
定
員

・
立
割
老
人
憩
の
家（
15
人
）

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

▼
対
象　

学
童
ク
ラ
ブ
に
加
入
し

て
い
な
い
小
学
生

▼
利
用
料　

１
４
、５
０
０
円

※ 

別
途
、
保
険
料
・
施
設
管
理
費
と

し
て
２
、０
０
０
円
必
要
で
す
。

（
平
成
27
年
春
休
み
学
童
保
育

利
用
者
を
除
く
）

▼
申
込
方
法　

申
請
書
に
就
労
証

明
書
を
添
付
し
て
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。（
郵
送
可
）

※ 

申
請
書
は
ふ
れ
あ
い
館
窓
口
で

配
布
し
て
い
ま
す
。
市
社
協

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

　

 http://w
w

w
.koshi-shakyo.

or.jp/top/

▼
申
込
期
間　

　

６
月
18
日
（
木
）
〜
27
日
（
土
）

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時

　
（
日
曜
日
は
除
く
）

▼
注
意
事
項

・ 

昼
食
は
各
自
で
準
備
し
て
く
だ
さ
い
。

・ 

送
迎
は
保
護
者
で
お
願
い
し
ま
す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

　

〒
８
６
１ ︲

１
１
０
２

　

須
屋
２
２
５
１ ︲

１

　

市
社
会
福
祉
協
議
会

　

こ
ど
も
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎（
２
４
２
）７
０
０
８

　

求
職
者
（
離
職
者
で
一
定
の
条

件
を
満
た
す
人
）
の
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
に
よ
る
早
期
就
職
を
支
援
し
ま

す
。
受
講
は
無
料
で
す
（
テ
キ
ス

ト
代
な
ど
は
自
己
負
担
）。

▼
と
き　

８
月
４
日
（
火
）
〜

　

平
成
28
年
２
月
26
日
（
金
）

※
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
技
術
科
は
、

１
月
29
日
（
金
）
ま
で
。

▼
と
こ
ろ

　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
熊
本

　
（
須
屋
２
５
０
５ ︲

３
）

▼
訓
練
科
目

・
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
技
術
科

・
実
践
機
械
加
工
科

・
電
気
設
備
施
工
科

・
ビ
ル
設
備
施
工
科

▼
募
集
期
限　

６
月
25
日
（
木
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
菊
池

　

☎
０
９
６
８（
２
４
）８
６
２
５

▼
と
き　

８
月
29
日
（
土
）

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

※
雨
天
の
場
合
は
９
月
６
日（
日
）

▼
と
こ
ろ

　

熊
本
高
専
熊
本
キ
ャ
ン
パ
ス
に

集
合
し
、
バ
ス
で
現
地
へ
（
和
水

町
・
南
関
町
・
植
木
町
を
予
定
）

▼
対
象

　

18
歳
以
上
（
高
校
生
を
除
く
）

▼
定
員　

20
人

※
１
グ
ル
ー
プ
３
人
ま
で

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
。
結

果
は
８
月
７
日
（
金
）
ま
で
に

当
選
者
に
郵
送
で
通
知
し
ま
す
。

▼
募
集
期
間

　

7
月
3
日（
金
）〜
31
日
（
金
）

　

午
後
５
時

▼
受
講
料　

１
、５
０
０
円

▼
申
込
方
法

　

講
座
名
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、

住
所
、
生
年
月
日
、
職
種
、
性
別
、

日
中
連
絡
が
と
れ
る
電
話
番
号
を

記
入
し
、
郵
送
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
８
６
１ ︲

１
１
０
２

　

須
屋
２
６
５
９ ︲

２

　

熊
本
高
等
専
門
学
校

　

総
務
課
研
究
推
進
係

　

☎（
２
４
２
）６
４
３
３

　

 FAX（
２
４
２
）５
５
０
３

長
期
休
暇
預
か
り
事
業

夏
休
み
学
童
保
育　

な
つ
っ
こ

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
菊
池

職
業
訓
練
コ
ー
ス
受
講
者
募
集

熊
本
高
専
公
開
講
座

豊
前
街
道
の
湧
水
巡
り



一般書

児童書

介護士からプロ棋士へ

ぼろイスのボス

今泉　健司　著
講談社　刊

ダイアナ・ウィン・ジョーンズ　著
徳間書店　刊

  　小学 2 年生で将棋を覚え、中学
2 年生で一度はプロ棋士への道へ
歩み始めるも、年齢制限により 2
度もその道を閉ざされ、そのたび
に類いまれな努力と忍耐力で復活
を遂げた今泉健司さん。本書では
41 歳という戦後最年長でプロ棋

士合格を果たした彼の生い立ちから 2 度の挫折、決戦までを
つづっている。40 歳を過ぎて夢を実現させた「41 歳のオー
ルドルーキー」今泉健司さんの「大器晩成」の成功の秘密とは。
　「可能性にふたをしなければ、年齢なんて関係ない！」就
職とは何か、生涯における「仕事」、「キャリア」とは何かを
考えさせられる一冊。

　サイモンとマーシャの家にある、
しま模様でぼろぼろのひじ掛け椅
子のお話。おばちゃんが椅子の上
に魔法の液をこぼしてしまったこ
とから騒動が始まる。椅子は人間
のように動き出し、威張りだしたか
らさあ大変！サイモンとマーシャ
は、元の椅子に戻そうと魔法の液

を売っていた古道具屋を訪ねるが、果たして椅子は元に戻せ
るのか…。
　「ハウルの動く城」の作者で、ファンタジーの女王といわれ
るダイアナの作品。登場する人物が、みんな個性豊かで生き
生きと描かれている。魅力的な挿絵がさらに読者を楽しませ
てくれる作品。

市立図書館ホームページ蔵書検索　http://www.koshi-lib.jp/
携帯電話からの蔵書検索　http://www.koshi-lib.jp/_m/

QRコード
対応機種で
利用できます

新刊お薦め新着
new title

本

西合志図書館
マインドシアター
と　き　６月 27 日（土）午後 2 時～
ところ　集会室
題　名　「ミッキーマウス②」

おはなし会
と　き　毎週土・日曜日　午後 2 時～
ところ　おはなしの部屋
※６月 27 日（土）はありません。

ヴィーブル図書館
おはなし会
と　き　毎週土曜日 　午後 2 時 30 分～
ところ　おはなしコーナー

赤ちゃんのためのラッコちゃんおはなし会
と　き　毎月第 3 木曜日　午前 11 時～
　　　　（30 分程度）
ところ　 ヴィーブル 1 階 

福祉会館　休養娯楽室

図書館だより
まれ　上 篠崎　絵里子　作
翼の帰る処　５　[ 上 ] 妹尾　ゆふ子　著
誓約 薬丸　岳　著
バチカン奇跡調査官　[10] 藤木　稟　著
ひとりぼっちのあいつ 伊岡　瞬　著
わが母最後のたたかい 相田　洋　著
貧乏の神様 柳　美里　著
母になる、石の礫で 倉田　タカシ　著
ミスター・ホームズ名探偵最後の事件 ミッチ・カリン著
土方歳三　上・下 富樫　倫太郎　著
がんにならない人の 50 の習慣 平島　徹朗　著
暮らし上手になるおばあちゃんの知恵袋 リベラル社　編
少女は本を読んで大人になる 阿川　佐和子他　著
愛の哲学 柴門　ふみ　著
最新健康診断と検査がすべてがわかる本 矢冨　裕　編著
養生のヒント 五木　寛之　著

異人館画廊 谷　瑞恵　著
白球ガールズ 赤澤　竜也　著
カフカ童話集  カフカ　著
都会（まち）のトム＆ソーヤ 12 はやみね　かおる　原作
リフォーム支店本日休業 あんびる　やすこ　著
アレハンドロの大旅行 きたむら　えり　作
まいりませ、幻想図書館 ひずき　優　著
ニャン太とお金の大冒険 田島　司　著
100 円ショップでわくわく科学実験 青野　裕幸　著
トペラトト 田島　征三　著
りゆうがあります ヨシタケ　シンスケ　作
マララとイクバル ジャネット・Ｕ　さく
おまかせ！ヨーチェンジャー スギヤマ　カナヨ　作
ふしぎなきょうりゅうはくぶつかん しまだ　いさお　え
ばななせんせいとさがしっこ 得田　之久　ぶん
おなかのこびと よしむら　あきこ　さく



西合志図書館　☎ 242-5555　ヴィーブル図書館　☎ 248-5754　　泉ヶ丘市民センター図書館 ☎ 247-1315
※６・７月の休館日は 35ページのお知らせカレンダーをご覧ください。

※移動図書館車の貸し出し時間は約 20 分です。
　早めにお越しください。移動

ひまわりドンちゃん号
図書館車巡回

月　日 巡　回　地 時間

6月 9日
（火）

みずき台集会所予定地
東須屋区公民館
須屋市民センター
上須屋学習センター
ふれあい館

13:30
14:00
14:30
15:00
15:30

6 月 10日
（水）

新開区公民館
黒石区公民館
黒石市民センター
農研宿舎A棟前

13:30
14:00
14:30
15:00

月　日 巡　回　地 時間

6月 16日
（火）

南陽区公園前
西須屋団地集会所前
元つどいの広場「わかば」
県営住宅区 5棟前駐車場
橋ノ元街区公園入口

13:30
14:00
14:30
15:00
15:30

7 月 1日
（水）

合志中央団地
みどり館
合生文化会館
黒松区公民館
上生区禁酒記念碑前

13:30
14:00
14:30
15:00
15:30

月　日 巡　回　地 時間

7月 7日
（火）

菊香園 2号館
くぬぎ園・白鳩園
ケアハウス菊香園

13:30
14:00
14:40

7 月 14日
（火）

みずき台集会所予定地
東須屋区公民館
須屋市民センター
上須屋学習センター
ふれあい館

13:30
14:00
14:30
15:00
15:30

星空観望会
と　き　毎週土曜日
　　　　午後 7 時 30 分～ 9 時 30 分
　　　　（受け付けは９時まで）
ところ　西合志図書館天文台

西合志図書館天文台イベント情報
問い合わせ先　西合志図書館
※雨天・曇天の場合は中止します　※参加費無料

七夕観望会
と　き　7 月 7 日（火）午後 7 時 30 分～ 9 時 30 分
　　　　（受け付けは９時まで）
ところ　西合志図書館天文台
内　容　 七夕ゆかりのおり姫星や彦星を中心に

初夏の星空を観察します。

と　き　６月 19 日（金）　午後７時 30 分～９時
ところ　ヴィーブル　２階研修室
講　師　子育て支援ワーカーズ
　　　　ぺぺぺぺらん代表　高野和佳子さん
内　容　読み聞かせの方法・選書・意義など
対　象　子どもに関わる全ての人
　　　　（保護者・保育士・教諭・読み聞かせボランティア）
申し込み・問い合わせ先　ヴィーブル図書館

第１回子ども読書活動推進講座～お父さんお母さんのための読み聞かせ塾～

ヴィーブル図書館・泉ヶ丘市民センター図書館は６月 22 日（月）～７月１日（水）の間、蔵書点検
のため休館します。西合志図書館は通常どおり開館しています。

　雨が多く、１年で最も夜が短いこの季節、星空を眺める機会は多くありません。
　天頂付近に光るうしかい座のアルクトゥールスは麦星とも呼ばれ、麦の収穫を知ら
せる星です。東の空には夏の大三角を構成すること座のベガとわし座のアルタイル。
七夕の主人公であるこの星は、年に一度きりのデートを心待ちにしているようです。



6月学習会
　ハンセン病問題啓発事業講演会を開催します。詳しく
は36ページ（裏表紙）をご覧ください。
7月学習会
　社会を明るくする運動の一環として、輝き潤うシニア
ライフに役立つ情報をお届けします。 一般の人もどうぞ。
●と　　き　7月 3日（金）午前10時～正午
　　　　　　（受付 午前9時30分～）
●と こ ろ　ヴィーブル　文化会館
●内　　容　①市保護司会、市更生保護女性会の紹介
　　　　　　②演題「心を軽くする終活～財産について」
　　　　　　　講師　熊本県行政書士会　西塔正弘さん
●参 加 費　無料
●申込方法　電話または窓口でお申し込みください。

　ビックリするくらい高く飛ぶスーパー竹とんぼ。世界
で一つだけのスーパー竹とんぼを自分の手で作ろう。
●と　　き　６月２7日（土）午前９時～正午
●と こ ろ　ヴィーブル　2階研修室
●対 象 者　市内小学生（１～３年生は保護者同伴）
●募集人数　24人（応募多数の場合は抽選）
●参 加 費　150円（材料代）
●持ってくるもの　使い古しのタオル１枚
●申込期限　６月25日（木）午後５時まで　
●申込方法　申込用紙に記入し、ヴィーブルへ直接提出
またはＦＡＸしてください。（申込用紙は各小学校・
ヴィーブル・御代志市民センター・図書館にもありま
す）電話で仮申し込みもできます。

　夏休みの宿題、自由研究にもできる教室です。世界で
一つだけのオリジナルカップやお皿をつくりませんか。
●と 　 き　７月19日（日）・26日（日）
　　　　　　午前９時30分～正午
●と こ ろ　御代志市民センター　1階工作室
●対 　 象　市内小学生
●募集人数　32人（応募多数の場合は抽選）
●材 料 費　500円
●持ってくるもの　エプロンまたは汚れてもいい服、タ

オル、水筒
●申込期限　6月30日（火）午後５時まで
●申込方法　ヴィーブルまで電話でお申し込みください。
　　　　　  

夏休み子ども陶芸教室
　ネックレスやピアス・イヤリングなど身近なアクセサ
リーを作ります。カジュアルやセミフォーマルの装いに
もピッタリなあなただけの作品をつくりませんか。
　初めての人も安心してご参加ください。
●と 　 き　7月7日（火）・14日（火）
　　　　　　午前10時20分～午後０時30分
　　　　　 （受付　午前10時～）
●と こ ろ　ヴィーブル　2階工芸実習室
●作 る 物　1回目・・・ネックレス１点
　　　　　　２回目・・・ピアスかイヤリング
●募集人数　10人（応募多数の場合は抽選）
●材 料 費　1回1,000円～2,000円　
●持ってくるもの　ランチョンマット、ラジオペンチ2本、
丸ペンチ 1 本（ペンチを持っていない人はこちらで準
備します。3本500円程度）
●申込期限　6月25日（木）午後５時まで　
●申込方法　ヴィーブルまで電話でお申し込みください。
　　　　　

手作り簡単アクセサリー教室

ことぶき教養大学 子ども歴史・科学体験教室
スーパー竹とんぼを飛ばそう

ヴィーブルくん

ヴィーブルトレーニングルーム・合志歴史資料館・ヴィーブル図書館　月末休館日 ６月30日㈫
申し込み・問い合わせ先　ヴィーブル　☎248-5555

ヴィーブル 
＆ コミュニティ 情報
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児童館は、児童に健全な遊び場・機会を提供し子ど
もが心身ともに豊かな発達ができるよう支援すると
ころです。行事の詳しい内容は各児童館にお問い合
わせください。なお、合志市子育てサイトに各児童
館だよりを掲載しています。
合志市子育てサイト　
http://kosodate.city.koshi.lg.jp/

※お金やゲーム機など貴重品は持ってこないように、また、
　持たせないようにしてください。

東児童館 ☎248-5203
開館時間／午前９時30分～午後６時（６月～９月）
休 館 日／月曜日、第2日曜日、祝日

☎248-3453
泉ヶ丘市民センター児童館 開館時間／午前９時30分～午後６時（６月～９月）

休 館 日／月曜日、第2日曜日、祝日

西児童館 ☎242-7008
開館時間／午前8時30分～午後5時15分
休 館 日／祝日、第4月曜日

特別課外授業
熊本ヴォルターズの選手にバスケを教わろう
●と　　き　3月31日（火）午後2時～4時
●と こ ろ　ヴィーブル　サブアリーナ
●対　　象　小・中・高校生（団体での申し込みは不可）
●定　　員　50人程度
●参 加 費　無料
●内　　容　プロバスケットチーム「熊本ヴォルターズ」

の選手に基本動作などを教わります。

●持ってくるもの
動きやすい服装
体育館シューズ、飲みもの
（持っていれば）マイボール

●申込開始
２月19日（木）午前９時～
ふれあい館窓口または電話でお申し込みください。（日
曜日を除く）

ママといっしょに３Ｂ体操
●と　き　６月18日（木）午前10時30分～
●対　象　乳幼児とその保護者
●定　員　先着20組
●参加費　無料
●内　容　親子で楽しめるふれあい体操です。
　　　　　初めての人もどうぞ。
●持ってくるもの　タオル、飲み物

楽しくトールペイント
●と　き　６月21日（日）午前10時～正午
●対　象　小・中学生、幼児・小・中学生の親子
●定　員　先着10組
●参加費　300円（当日徴収）
●内　容　世界に一つだけのすてきな小物を作ります。
●持ってくるもの　汚れてもいいタオル、新聞紙（一

日分）

アロマで「サシェ」を作ろう
●と　き　６月27日（土）午前10時～正午
●対　象　小・中学生
●定　員　先着15人
●参加費　200円
●内　容　好きな香りを選んで自分

だけのアロマでサシェ
（香り袋）を作ります。

夏休み探検バス旅行
●と　き　７月23日（木）午前8時40分 児童館集合
　　　　　　　　　　　 　 午後4時 児童館解散
●対　象　小学３～６年生
●定　員　先着15人
●参加費　300円（一日旅行保険代含む）
●内　容　県水産研究センター（上天草市大矢野町）

の見学・魚のえさやり体験と、松合食品株式
会社（宇城市不知火町）の工場見学

どきどき！夏休みじどうかんで宝探し
●と　き　７月27日(月)午前10時30分～11時30分
●対　象　年中児～小学生（幼児は保護者同伴）　　
●定　員　先着20人程度
●参加費　無料
●内　容　休館日の児童館を使って宝さがしゲームを

して遊びます。
●持ってくるもの　飲み物、自分が隠したい宝

― 共通 ―　●申込開始　６月13日（土）午前10時～
児童館窓口で入金後、本予約となります。（電話での予約は不可）
※バス旅行のお申し込みは、保護者同伴で印鑑をお持ちください。

― 共通 ―　●申込開始　６月23日（火）午前９時～（日曜・祝日を除く）
※ふれあい館窓口で入金後、本予約となります。（電話での仮予約可）

自分でつくろう！夏休みのおやつ教室
●と　き　７月30日（木）午前９時50分～正午
●対　象　年長児～高校生（幼児は保護者同伴）
●定　員　先着20人
●参加費　400円
●内　容　米粉を使ってケーキとクッキーを作り

ます。
●持ってくるもの　エプロン、バンダナ、飲み物

― 共通 ―　●申込開始　 ６月９日（火）午前10時～　児童館窓口または電話でお申し込みください。

西児童館 ☎242-7008
開館時間／午前8時30分～午後5時15分
休 館 日／祝日　第4月曜日
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④
被
害
額
支
払
い
の
申
し
出

　

申
請
窓
口
は
、
振
り
込
ん
だ
先
の
金
融
機

関
で
す
。
対
象
と
な
る
犯
罪
利
用
口
座
の
公

告
内
容
を
確
認
し
、
振
り
込
ん
だ
先
の
金
融

機
関
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

　
「
申
請
書
」「
本
人
確
認
書
類
」「
振
り
込

み
の
事
実
を
確
認
で
き
る
資
料
（
振
込
明
細

書
な
ど
）」
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

被
害
に
遭
っ
た
人
は
、
警
察
と
振
り
込
ん
だ

先
の
金
融
機
関
へ
早
め
に
名
前
、
連
絡
先
な

ど
を
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

～
騙
さ
れ
な
い
た
め
の
３
カ
条
～

①
す
ぐ
に
振
り
込
ま
な
い

②
家
族
に
連
絡
を
と
り
、
事
実
を
確
認

③
怪
し
い
と
思
っ
た
ら
、
警
察
に
連
絡
�

（
金
融
庁
「
金
融
ガ
イ
ド
」
よ
り
）

　

オ
レ
オ
レ
詐
欺
に
限
ら
ず
、
架
空
請
求
詐

欺
、
還
付
金
詐
欺
、
融
資
保
証
金
詐
欺
な
ど

の
被
害
の
場
合
も
同
様
で
す
。

　

ご
不
明
な
点
は
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
（
合
志
庁
舎
２
階　

総
務
課
内
）

　

☎（
２
４
８
）５
４
４
２

相
談
受
付
時
間

　

平
日　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

～
振
り
込
め
詐
欺
救
済
法
～

　

平
成
20
年
６
月
21
日
に
施
行
さ
れ
た
振
り

込
め
詐
欺
救
済
法
は
、
増
大
す
る
振
り
込
め

詐
欺
の
被
害
者
を
経
済
的
に
救
済
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
法
律
の
制
定
に
よ
り
、
犯
罪
に
利
用

さ
れ
た
口
座
に
一
定
の
残
高
が
あ
る
場
合
、

そ
れ
を
元
に
被
害
者
に
被
害
額
の
一
部
ま
た

は
全
部
の
返
金
を
行
な
い
、
被
害
を
回
復
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

①
対
象
と
な
る
犯
罪
利
用
口
座

　

振
り
込
め
詐
欺
や
ヤ
ミ
金
融
な
ど
の
犯
罪

行
為
は
、
振
込
先
と
な
っ
た
預
金
口
座
が
対

象
で
す
。
具
体
的
な
口
座
名
や
そ
の
預
金
残

高
は
「
預
金
保
険
機
構
」
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
公
告
さ
れ
ま
す
。

②
支
払
額

　

口
座
の
残
高
、
被
害
額
に
応
じ
て
返
金
さ

れ
ま
す
。

③
被
害
額
の
支
払
手
続
の
申
請
期
間
は

　

約
60
日
間
で
す

　

犯
罪
利
用
口
座
の
残
高
に
対
す
る
口
座
名

義
人
の
権
利
を
失
わ
せ
る
手
続
き
を
終
了

し
、
そ
の
後
、
犯
罪
利
用
口
座
の
被
害
者
に

対
す
る
被
害
額
の
支
払
手
続
が
約
60
日
間
行

な
わ
れ
ま
す
。
支
払
手
続
の
期
間
内
に
申
請

し
た
人
に
対
し
て
被
害
額
の
一
部
ま
た
は
全

部
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

不
自
由
か
　
一
人
が
え
え
て
言
う
も
ん
の
　
亮
　
清

好
き
だ
か
ら
　
口
う
る
さ
く
も
な
り
ま
す
よ
　
真
秀
子

好
き
だ
か
ら
　
望
む
物
み
な
あ
げ
ち
ゃ
う
わ
　
絹
　
子

欲
の
皮
　
人
に
や
る
事
ッ
知
ら
っ
さ
ん
　
明
　
子

閉
め
ん
か
　
夫
婦
喧
嘩
の
聞
こ
ゆ
っ
ぞ
　
昭
　
雄

良
か
薬
　
自
信
過
剰
で
予
選
落
ち
　
矩
　
子

腹
も
立
と
う
が
　
顔
が
採
用
基
準
げ
な
　
義
　
坊

人
は
人
　
見
栄
張
ら
ぬ
自
分
の
暮
ら
し
　
タ
　
ミ

腹
も
立
と
う
が
　
姑
は
あ
ん
ま
り
苛
む
ん
な
　
与
三
郎

欲
の
皮
　
三
途
の
川
は
泳
ぐ
ち
ゅ
う
　
夢
　
三

病
院
好
き
　
休
診
の
日
は
と
ぜ
ん
な
か
　
す
な
お

病
院
好
き
　
家
族
よ
り
親
切
だ
も
ん
　
玄
　
白

肥
後
狂
句
ど
ん
ぐ
り
塾
　
安
藤
　
玄
白
　
整
理

柊
短
歌
会
　
　
柘
植
　
周
子
　
選

合
志
句
会
　
　
　
大
坪
　
蕗
子
　
選

牡
丹
に
屈
め
ば
匂
ふ
ま
く
れ
な
ゐ
　
蕗
　
子

縁
談
の
ま
と
ま
る
気
配
あ
た
た
か
し
　
一
　
子

幼
子
の
ま
な
こ
美
し
き
や
花
吹
雪
　
あ
や
子

厨
よ
り
母
の
ハ
ミ
ン
グ
若
葉
風
　
　
静
　
子

菜
の
花
や
蒸
気
機
関
車
力
走
す
　
　
廣
　
子

や
う
や
く
の
眠
り
に
一
撃
春
の
雷
　
悦
　
子

花
万
朶
は
げ
し
き
風
の
吹
く
日
か
な
　
一
　
子

そ
の
中
に
稚
児
の
行
列
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
　
あ
や
子

さ
り
げ
な
く
席
を
譲
ら
れ
あ
た
た
か
し
　
静
　
子

大
き
め
の
詰
襟
ま
ぶ
し
入
学
す
　
　
廣
　
子

今
年
又
逢
へ
た
る
枝
垂
桜
か
な
　
　
悦
　
子

い
さ
ぎ
よ
く
散
り
ゆ
く
も
の
に
大
桜
　
あ
や
子

賞
味
期
限
今
日
と
言
ふ
メ
ロ
ン
夫
と
二
人
朝
に
夕

べ
に
義
務
の
ご
と
喰
む
　
　
　
　
　
村
上
紀
美
子

糠
床
に
胡
瓜
一
本
漬
け
置
き
て
今
日
の
厨
の
仕
事

終
え
た
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
財
津
す
え
み

枯
れ
し
ま
ま
残
る
か
ら
す
瓜
見
て
あ
れ
ば
今
年

も
清
し
き
白
花
咲
か
ん
　
　
　
　
大
住
　
保
子

膝
に
ゐ
る
猫
の
重
み
も
温
け
れ
ば
動
か
し
が
た
く

も
動
き
が
た
し
も
　
　
　
　
　
　
　
松
坂
　
成
子

ス
ー
パ
ー
の
水
槽
に
泳
ぐ
め
だ
か
の
群
れ
川
の
匂

い
を
知
る
や
知
ら
ず
や
　
　
　
　
田
中
美
代
子

桜
咲
く
道
を
歩
い
て
夫
と
二
人
今
年
は
春
の
終
わ

り
が
早
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
田
　
紘
子

は
か
な
げ
に
紅
淡
き
カ
リ
ン
の
花
風
雨
に
あ
え
ば

あ
っ
け
な
く
散
る
　
　
　
　
　
　
　
高
津
　
純
子

選
ば
る
る
こ
と
の
必
然
さ
は
あ
れ
ど
雨
に
濡
れ
ゐ

る
候
補
者
ポ
ス
タ
ー
　
　
　
　
　
　
内
田
　
隆
子

わ
が
畑
の
湿
り
し
泥
を
つ
け
し
ま
ま
朝
採
り
の
瓜

留
守
宅
に
置
く
　
　
　
　
　
　
　
　
村
上
紀
美
子

裸
眼
に
て
単
行
本
を
読
ん
で
い
る
九
十
四
才
母
の

ひ
と
と
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
財
津
す
え
み

摘
果
し
た
赤
児
の
よ
う
な
小
み
ど
り
の
胡
瓜
の
塩

漬
け
囲
む
食
卓
　
　
　
　
　
　
　
　
大
住
　
保
子

石
地
蔵
の
肩
に
も
触
れ
て
帰
る
さ
の
辻
に
寂
か
に

散
り
ゐ
る
さ
く
ら
　
　
　
　
　
　
　
柘
植
　
周
子



全員で構成詩を発表する5
年生

ハンセン病問題について菊池恵楓園で
現地学習をする６年生

多
文
化
共
生
（
※
）
の
取
り
組
み

　

近
年
、
日
本
で
も
外
国
に
ル
ー
ツ
を

持
つ
子
ど
も
（
外
国
か
ら
小
中
学
校
な

ど
に
編
入
学
し
た
子
ど
も
や
、
両
親
ま

た
は
そ
の
ど
ち
ら
か
が
外
国
人
で
あ
る

日
本
生
ま
れ
の
子
ど
も
）
が
増
え
て
い

ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
状
況
は
異
な
り
ま
す

が
、
日
本
人
の
両
親
か
ら
生
ま
れ
る
子

ど
も
た
ち
と
同
じ
「
子
ど
も
」
で
あ
り
、

基
本
的
な
権
利
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
現
実
に
は
、
外
国
に
ル
ー

ツ
を
持
つ
と
い
う
だ
け
で
差
別
を
受
け

る
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
外
国

に
ル
ー
ツ
を
持
つ
子
ど
も
は
今
後
も
増

え
て
い
く
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
本
校
で

も
多
文
化
共
生
に
つ
い
て
学
年
に
応
じ

た
教
材
を
使
っ
て
学
習
し
ま
し
た
。

　

学
習
を
通
し
て
、
子
ど
も
た
ち
は
、

外
国
に
ル
ー
ツ
を
持
つ
子
ど
も
は
日
々

の
暮
ら
し
の
中
で
き
つ
い
思
い
を
し
た

こ
と
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
差
別
は
遠
い
世
界
の
事
で
は
な

く
、
と
て
も
身
近
に
あ
る
問
題
で
あ
る

こ
と
、
さ
ら
に
心
な
い
発
言
が
友
だ
ち

を
深
く
傷
つ
け
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と

い
う
こ
と
を
学
ん
だ
よ
う
で
す
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
友
だ
ち
と
過
ご
す

中
で
以
前
よ
り
も
相
手
の
こ
と
を
考
え

て
行
動
し
た
り
、
お
か
し
い
行
動
に
は

注
意
す
る
姿
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。

現
地
学
習
の
取
り
組
み

　

５
年
生
は
水
俣
の
現
地
学
習
を
通
し

て
水
俣
病
を
め
ぐ
る
人
権
問
題
に
つ
い

て
学
び
、
６
年
生
は
菊
池
恵
楓
園
の
現

地
学
習
を
通
し
て
ハ
ン
セ
ン
病
を
め
ぐ

る
人
権
問
題
に
つ
い
て
学
ん
で
い
ま

す
。

※ 

一
人
ひ
と
り
が
国
籍
や
民
族
の
違
い
を
認
め
合

い
、
共
に
支
え
合
っ
て
生
き
て
い
く
こ
と
。

西
合
志
南
小
学
校
の
取
り
組
み

　
西
合
志
南
小
学
校
で
は
、
人
権
教
育
の
目
標
を
「
差
別
の
現
実
に
学
び
、
子
ど
も

た
ち
の
豊
か
な
未
来
を
保
障
す
る
教
育
の
創
造
」
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を

行
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
本
校
の
昨
年
度
一
年
間
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

市
で
は
人
権
教
育
の
推
進
の
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
や
啓
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
取
り
組
み
の
内
容
や
情
報
を
定
期
的
に
お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。

天
国
の
稲
葉
さ
ん
へ

６
年
３
組　
浦
上　
心
響　

　
少
し
は
ゆ
っ
く
り
と
休
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
か
。
稲
葉
さ
ん
が
私
た
ち
６
年
生
に
話
し
て

く
だ
さ
っ
た
の
は
昨
年
の
６
月
の
こ
と
で
し
た
。

35
歳
で
入
所
し
た
後
、
45
年
間
も
の
間
、
恵
楓
園

の
中
で
暮
ら
さ
な
く
て
は
い
け
な
か
っ
た
と
い

う
こ
と
、
そ
の
間
に
楽
し
い
と
思
っ
た
こ
と
は
、

ひ
と
つ
も
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
を
話
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。

　
つ
ら
い
体
験
と
一
緒
に
、
私
た
ち
に
一
番
伝

え
た
か
っ
た
こ
と
は
、
①
差
別
を
や
め
よ
う
と

叫
ぶ
の
も
大
事
だ
が
、
ま
ず
は
自
分
が
変
わ
る

こ
と
②
人
の
ま
ね
を
し
な
い
こ
と
③
感
性
を
高

め
て
差
別
を
し
な
い
人
に
な
る
こ
と
、
で
し
た
。

　
稲
葉
さ
ん
の
話
を
聞
い
て
、
私
は
今
の
自
分
を

振
り
返
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
こ
に
私
自
身
差

別
を
し
た
り
、
い
じ
め
た
り
し
な
い
こ
と
を
ち
か

い
ま
す
。
私
た
ち
６
年
生
に
話
を
し
て
く
だ
さ
っ

て
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

構
成
詩
「
人
を
大
切
に
生
き
る
」

〜
水
俣
学
習
か
ら
〜　

家
族
の
幸
せ
、
人
と
の
き
ず
な
、

人
々
を
絶
望
に
お
い
や
っ
た
、
水
俣
病
。

そ
し
て
、
た
っ
た
一
つ
の

か
け
が
え
の
な
い
命
を
う
ば
っ
た
、
水
俣
病
。

絶
望
の
日
々
を
生
き
抜
い
た

恵
美
子
さ
ん
。

そ
し
て
、
水
俣
の
人
々
。

人
々
は
、
教
え
て
く
れ
た

生
ま
れ
て
き
た
こ
と
を

育
て
て
も
ら
え
た
こ
と
を

出
会
っ
た
こ
と
を

笑
っ
た
こ
と
を

感
謝
す
る
生
き
方
を
し
な
さ
い
と
。

「
い
じ
め
」
や
「
差
別
」
を
し
な
い
人
に

な
っ
て
く
だ
さ
い
、
と
。

わ
た
し
た
ち
は
、
誓
う
。

生
き
て
い
る
こ
と
に
、
感
謝
し
よ
う
。

そ
の
す
べ
て
に
、
あ
り
が
と
う
。

こ
の
命
に
、
あ
り
が
と
う
。

命
に
感
謝
す
る
。

人
を
大
切
に
す
る
。

そ
れ
が
、「
い
じ
め
」
や

「
差
別
」
を
な
く
す
こ
と
だ
か
ら
。

昨
年
度
の
学
習
発
表
会
よ
り

　

５  

年
生
の
学
習
か
ら

　　

６  

年
生
の
学
習
か
ら



間違 さがさささい し
　上・下の絵から「7つ」違いを探し、答えをはがきに書いて送ってく
ださい。正解者の中から10人に、「図書カード（500円分）」をプレゼ
ント。当選者の発表は発送をもって代えます。

●締め切り　６月30日（火）必着
●応募方法　はがきに必要事項を記入して、
　　　　　　ご応募ください。

＜裏面＞

６月号
①□□□□　⑤□□□□
②□□□□　⑥□□□□
③□□□□　⑦□□□□
④□□□□

住所・氏名・年齢・
電話番号
ご意見、ご感想など

8 6 1 1 1 9 5

合
志
市
役
所

「
間
違
い
さ
が
し
」
係

先月号の答え

絵　佐藤峰子さん（黒石団地）

工藤製茶
工場

直伝！

「こうしそば」は
合志市物産館「弁天」
で販売しています。

問い合わせ先　　一般社団法人 クラッシーノこうし　☎342‐5554　FAX 342‐5550
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ホームページ  http://www.klassino-koshi.jp

マリーズレストラン　花の果樹園

自家農園産の食材で作る
満腹ビュッフェランチ

自家農園産や合志産の旬の食材を使い、季節に
あわせたイタリアンビュッフェランチが自慢。
安心な食材を求め、小麦も野菜も自家製です。

メインが選べるビュッフェラ
ンチ。初夏のオススメは、栄
養たっぷりで女性に嬉しい
ビーツのピンクスパゲッティ。

農園の敷地内にあるレスト
ランなのでゆっくりとお食事
を楽しめます。四季折々の自
然と食材がオススメです。

【材料（2人分）】
こうしそば　１袋、　ごま油　大さじ2
温泉卵　２個、　刻みねぎ　少々
★マヨネーズ　大さじ2、 ★わさび　少々　
★めんつゆ　大さじ2、★絹ごし豆腐　200ｇ　
★ブラックペッパー　少々

❶ ★印の材料をボールにいれ、泡だて器
　などでペースト状になるまで混ぜる
❷ そばをゆでたあと冷水で冷やして水を
　よくきり、ごま油を混ぜ合わせる
❸お皿にそばを盛り❶をかけ、刻みネギ
　と温泉卵をトッピングして出来上がり！

農家マーケット　合志市物産館「弁天」

今月のおすすめレシピ

おんたまと豆腐のくりーむそば
「こうしそば」を使ったアレンジレシピNo.2

☎342-5554　営）午前９時～午後７時　 休）第２木曜日

 ☎242-8868　住）野々島4393-258　休）無休
 営）11：00～17：00（ランチのみ）

農家マーケット合志市物産館「弁天」では
生産者を募集中です！お問い合わせください。

うまかもん店 自慢のおすすめ一品

おんたまと豆腐のくりーむそば

第２弾



６/4木 5金 6土
図書館延長開館■西
20:00まで
西合志図書館

星空観望会■西
19:30～ 21:00
西合志図書館天文台
ニュースポーツ大会■生
9:00～ 12:00
ヴィーブル

7日 8月 9火 10水 11木 12金 13土
窓口証明業務
日曜日開庁■市 ■税
9:00～ 13:00
合志庁舎

育児相談■健
９:30～ 11:00
泉ヶ丘市民センター

１歳６カ月児健診■健
13:15～ 13:45
泉ヶ丘市民センター

こころの相談■健
13:45～要予約
西合志庁舎
法律・行政・
心配ごと相談■社
10:00～ 14:30
みどり館
ふれあい読書講座■合
19:00～ 20:30
ヴィーブル日本間

１歳６カ月児健診■健
13:15～ 13:45
ふれあい館
図書館延長開館■西
20:00まで
西合志図書館

星空観望会■西
19:30～ 21:00
西合志図書館天文台

休●▲★■◆ 休◎

14日 15月 16火 17水 18木 19金 20土
窓口証明業務
日曜日開庁■市 ■税
9:00～ 13:00
合志庁舎

図書館延長開館■西
20:00まで
西合志図書館

７カ月児健診■健
13:15～ 13:45
泉ヶ丘市民センター
ブックスタート■合
14:00～ 16:30
泉ヶ丘市民センター
子ども読書活動推進講座■合
19:30～ 21:00
ヴィーブル研修室

星空観望会■西
19:30～ 21:00
西合志図書館天文台
ハンセン病問題
啓発事業講演会■人
9:30～ 12:00
ヴィーブル文化会館

休●▲★■◆ 休◎

21日 22月 23火 24水 25木 26金 27土
窓口証明業務
日曜日開庁■市 ■税
9:00～ 13:00
合志庁舎
自主事業「合志市
青少年コンサート」■生
開場13:30
開演14:00
ヴィーブル文化会館

法律・行政・
心配ごと相談■社
10:00～ 14:30
西合志庁舎

蔵書点検（休館）
ヴィーブル図書館・
泉ヶ丘図書館

４カ月児健診■健
13:15～ 13:45
ふれあい館

７カ月児健診■健
13:15～ 13:45
ふれあい館
図書館延長開館■西
20:00まで
西合志図書館
ブックスタート■西
14:00～ 16:30
ふれあい館

４カ月児健診■健
13:15～ 13:45
泉ヶ丘市民センター

星空観望会■西
19:30～ 21:00
西合志図書館天文台

休●▲★■◆ 休◎

28日 29月 30火 7/1水 2木 3金 4土
窓口証明業務
日曜日開庁■市 ■税
9:00～ 13:00
合志庁舎

蔵書点検（休館）
ヴィーブル図書館・
泉ヶ丘図書館

３歳児健診■健
13:15～ 13:45
ふれあい館
法律・行政・
心配ごと相談■社
10:00～ 14:30
ふれあい館

３歳児健診■健
13:15～ 13:45
泉ヶ丘市民センター
図書館延長開館■西
20:00まで
西合志図書館

星空観望会■西
19:30～ 21:00
西合志図書館天文台
自主事業
「影絵劇宝島」■生
開場17:30
開演18:00
ヴィーブル文化会館

休●▲★■◆ 休★◎

5日 6月 7火 8水 9木 10金 11土
窓口証明業務
日曜日開庁■市 ■税
9:00～ 13:00
合志庁舎

１歳６カ月児健診■健
13:15～ 13:45
泉ヶ丘市民センター
七夕観望会■西
19:30～ 21:00
西合志図書館天文台

こころの相談■健
13:45～要予約
西合志庁舎

１歳６カ月児健診■健
13:15～ 13:45
ふれあい館
図書館延長開館■西
20:00まで
西合志図書館

法律・行政・
心配ごと相談■社
10:00～ 14:30
みどり館

星空観望会■西
19:30～ 21:00
西合志図書館天文台

休●▲★■◆ 休◎

消費生活センター
生活支援相談センター
女性・子どもに関する相談
黒石原演習場関係

相談方法……電話・来庁 ☎ 248-5442　ところ……合志庁舎　２階 総務課内 消費生活センター
相談方法……電話・来庁 ☎ 242-9020　ところ……西合志庁舎３階 安心サポート合志
相談方法……電話・来庁 ☎ 242-1240　ところ……西合志庁舎３階 女性・子ども支援室
総務課　総務・男女共同参画班 ☎ 248-1112

問
い
合
わ
せ
先

合志市役所
合志庁舎………☎248－1111（代）
〒 861-1195 合志市竹迫 2140
西合志庁舎……☎242－1111（代）
〒861-1193 合志市御代志1661-1
■市市民課 ☎ 248－ 1113　■税税務課 ☎ 248－ 1114　■健健康づくり推進課 ☎ 242－ 1183　■人人権啓発教育課 ☎ 242－ 1190　
■生生涯学習課 ☎ 248－ 5555　■西西合志図書館 ☎ 242－ 5555　■合ヴィーブル図書館 ☎ 248－ 5754　■社合志市社会福祉協議会 ☎ 242－ 7000

須屋支所……………☎ 345－ 4400
泉ヶ丘支所（市民センター）☎ 248－ 3453
御代志市民センター☎ 242－ 1190
ヴィーブル…………☎ 248－ 5555
みどり館……………☎ 248－ 0400

ふれあい館…………☎ 242－ 7000
三つの木の家………☎ 248－ 6277
老人憩の家…………☎ 242－ 2030
西合志図書館………☎ 242－ 5555
ヴィーブル図書館…☎ 248－ 5754

ユーパレス弁天……☎ 348－ 2626
人権ふれあいセンター☎ 248－ 3893
合生文化会館………☎ 242－ 3218

●コミュニティ施設休館
  （御代志市民センター・須屋市民センター・黒石市民センター・野々島公民館）
▲ヴィーブル休館・市民体育館休館　◎みどり館休館
★市立図書館休館　■老人憩いの家休館　◆ふれあい館休館

6 7月

市県民税　　　　第１期
国民健康保険税　第１期　の納期限は６月30日（火）です
固定資産税　　　第１期 { 口座振替も６月30日（火）です

工藤製茶
工場

直伝！

「こうしそば」は
合志市物産館「弁天」
で販売しています。

問い合わせ先　　一般社団法人 クラッシーノこうし　☎342‐5554　FAX 342‐5550
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ホームページ  http://www.klassino-koshi.jp

マリーズレストラン　花の果樹園

自家農園産の食材で作る
満腹ビュッフェランチ

自家農園産や合志産の旬の食材を使い、季節に
あわせたイタリアンビュッフェランチが自慢。
安心な食材を求め、小麦も野菜も自家製です。

メインが選べるビュッフェラ
ンチ。初夏のオススメは、栄
養たっぷりで女性に嬉しい
ビーツのピンクスパゲッティ。

農園の敷地内にあるレスト
ランなのでゆっくりとお食事
を楽しめます。四季折々の自
然と食材がオススメです。

【材料（2人分）】
こうしそば　１袋、　ごま油　大さじ2
温泉卵　２個、　刻みねぎ　少々
★マヨネーズ　大さじ2、 ★わさび　少々　
★めんつゆ　大さじ2、★絹ごし豆腐　200ｇ　
★ブラックペッパー　少々

❶ ★印の材料をボールにいれ、泡だて器
　などでペースト状になるまで混ぜる
❷ そばをゆでたあと冷水で冷やして水を
　よくきり、ごま油を混ぜ合わせる
❸お皿にそばを盛り❶をかけ、刻みネギ
　と温泉卵をトッピングして出来上がり！

農家マーケット　合志市物産館「弁天」

今月のおすすめレシピ

おんたまと豆腐のくりーむそば
「こうしそば」を使ったアレンジレシピNo.2

☎342-5554　営）午前９時～午後７時　 休）第２木曜日

 ☎242-8868　住）野々島4393-258　休）無休
 営）11：00～17：00（ランチのみ）

農家マーケット合志市物産館「弁天」では
生産者を募集中です！お問い合わせください。

うまかもん店 自慢のおすすめ一品
第２弾



ドレミの広場

ハンセン病問題啓発事業　講演会

ハンセン病問題について
一緒に考えてみませんか

入場無料
手話通訳あり

　ハンセン病に関する人権問題について、私たち一人

ひとりが自らの問題として理解を深め、基本的人権が

尊重され偏見や差別のない住みよい社会をつくってい

くため、講演会を開催します。

　と　き　６月２０日（土）
　　　　　午前９時 30分～正午（受付 午前９時～）

　ところ　ヴィーブル　文化会館

   内　容　 ９：45～　ＤＶＤ上映「壁をこえて」

　　　 10：35～　講演会

  演題　「二度の社会復帰をとおして」

  講師　中  修一さん
　　　　　　　　（菊池恵楓園退所者の会「ひまわりの会」会長）

なか　  しゅういち

ハンセン病教育啓発DVD「壁をこえて」

ハンセン病問題をより多くの人々に理解してもらうため

に、市・菊池恵楓園・菊池恵楓園入所者自治会が協力し

て作成しました。

～講師プロフィール～

　昭和17年５月、鹿児島県奄美大島生まれ。ハンセン病を

発病し療養所に入所するが、現在は社会復帰。

　菊池恵楓園退所者の会会長、ハンセン病市民学会会員、

県人権センターのハンセン病をめぐる人権語り部として啓

発活動中。

託児（対象：１歳～小学校３年生）
事前の予約が必要です。６月 15日（月）までに
問い合わせ先へお申し込みください。

主催　合志市・合志市教育委員会　　　　　　　　　　　　　　

問い合わせ先　人権啓発教育課（御代志市民センター内）

　　　　　　　☎ 242-1190（直通）　ＦＡＸ 242-4896

受賞した平成26年度市食生活推進員役員の７人

ち
ど
りふで

動
き の

携帯用サイト
仁

こ
の
１
年
で
太
り
ま
し
た
。
い
つ
も
よ
り
忙

し
い
１
年
だ
っ
た
は
ず
な
の
に…

。
た
く
さ
ん

食
べ
て
も
お
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が
減
り
ま
す
。
だ
か
ら
、
仕
事

で
遅
く
帰
っ
て
も
ち
ゃ
ん
と
ご
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を
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べ
て
し

ま
い
ま
す
。
こ
の
ま
ま
太
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け
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す
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適
度
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動
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食
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則
正
し
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リ
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ム
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で
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に
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る
私…

。

職
場
で
毎
朝
ラ
ジ
オ
体
操
を
し
て
い
ま
す

が
、
真
剣
に
や
れ
ば
も
っ
と
い
い
運
動
に
な
る

は
ず
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食
事
も
本
当
に
必
要
な
量
を
よ
く
か
ん

で
食
べ
れ
ば
満
腹
感
が
得
ら
れ
る
は
ず
。
そ
し

て
早
寝
早
起
き
で
生
活
リ
ズ
ム
も
整
う
は
ず
！

そ
ん
な
情
報
が
来
月
号
に
登
場
す
る…

か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
お
楽
し
み
に
。

※４月末現在
（　）内は前月比

59,127（＋   60）人　口

22,456（＋   64）世　帯

出　生……47
死　亡……36

転　入……387
転　出……338
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